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は
じ
め
に

『

源
氏
物
語』

と
い
う
日
本
古
典
文
学
を
代
表
す
る
作
品
に
は
、
そ
の

評
価
の
高
さ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
数
多
い
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
以
前
に
書
写
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
完
存
す
る
伝
本
に
限
っ
て
も
、
そ

の
数
が
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
、
正
確
に
答
え
ら
れ
る
者
は
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
様
な
数
多
い
伝
本
中
に
あ
っ
て
、
最
も
著
名
で
且
つ

最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
所
謂

｢

大
島
本｣

と
通
称
さ
れ
る
伝
本

で
あ
る
こ
と
を
、
否
定
す
る
者
も
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

池
田
亀
鑑
氏
が
昭
和
五
、
六
年
頃
に
見
出
し
、
そ
れ
を
底
本
に
用
い
た

『

校
異
源
氏
物
語』

が
刊
行
さ
れ
た
の
が
昭
和
十
七
年
。
そ
し
て
そ
の
増

訂
版
た
る

『

源
氏
物
語
大
成』

全
八
巻
が
完
結
し
た
の
が
同
三
十
一
年
の

こ
と
で
あ
る
。
田
坂
憲
二
氏
が

｢

最
早
、
大
島
本
で
源
氏
物
語
を
読
む
と

い
う
こ
と
は
、
源
氏
物
語
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
国
文
学
者
の
一
つ
の
常

識
と
言
っ
て
良
い

(

１)｣

と
記
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
こ
と
だ
が
、

平
成
十
九
年
を
迎
え
た
今
日
に
至
っ
て
も
、
そ
の
状
況
に
は
取
り
敢
え
ず

変
化
は
な
い
。
平
成
五
年
か
ら
刊
行
を
始
め
た
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

版
の

『

源
氏
物
語』

で
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

｢

浮
舟｣

を
除
く
五
十

三
帖
に
つ
い
て
、｢

大
島
本｣

を
底
本
に
選
択

(

２)

し
て
い
る
し
、
同
九
年
に

は
角
川
書
店
か
ら
影
印
本

『

大
島
本
源
氏
物
語』

十
一
巻
が
刊
行
さ
れ
、

十
一
年
に
は
や
は
り
角
川
書
店
か
ら
、
校
訂
と
翻
刻
の
二
つ
の
本
文
や
、
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｢
大
島
本
源
氏
物
語｣

に
関
す
る
書
誌
学
的
考
察

佐

々

木

孝

浩



本
文
上
問
題
を
持
つ
箇
所
を
中
心
と
す
る
二
百
二
の
画
像
を
収
録
し
た
、

検
索
機
能
を
有
す
る

『

Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
角
川
古
典
大
観
源
氏
物
語』

ま

で
が
発
売
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、『
源
氏
物
語』

を
代
表
す
る
伝
本
と
し
て
の

｢

大
島
本｣

の
地
位
は
揺
る
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
一
方
で
揺
ら
ぎ
始
め
た
の
が
、
源
氏

物
語
の
系
統
分
類
で
あ
る
。

池
田
亀
鑑
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

｢

青
表
紙
本
・
河
内
本
・
別
本｣

の
三
分
類
に
対
し
て
、
阿
部
秋
生
氏
が
、
青
表
紙
本
と
い
う
も
の
は
、

｢

古
伝
本
系
別
本
と
で
も
い
う
も
の
を
書
本
と
し
て
、
こ
れ
を
忠
実
に
書

写
し
た
も
の｣

で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
よ
り
(

３)

、
青
表
紙
本
を
含
み
こ

ん
だ
別
本
と
河
内
本
と
の
二
分
類
説
も
、
支
持
者
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
よ

う
で
あ
る

(

４)

。

ま
た
近
時
も
新
見
哲
彦
氏
は
、｢

定
家
が
本
文
を
校
訂
・
変
更
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る｣

の
で
、
阿
部
説
は
成
り
立
た
な
い
論
理
で
あ

る
と
し
て
、
三
分
類
を

｢

大
分
類
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る｣

と
認
め
つ
つ

も
、｢｢

青
表
紙
本
系｣

｢

河
内
本
系｣

と
い
う
名
称
の
使
用
を
止
め
、
例

え
ば

｢

第
一
類

(

旧
青
表
紙
本
系)｣

｢

第
二
類

(

旧
河
内
本
系)｣

と
い

う
名
称
に
変
更
す
る
こ
と
や
、｢

通
常
の
文
献
学
的
処
理

(

本
文
的
特
徴)

に
よ
っ
て
、
巻
ご
と
に

『

源
氏
物
語』

諸
本
の
見
取
り
図
を
再
構
築｣

し

て
、
新
た
な
系
統
分
類
を
行
う
こ
と
等
を
提
案
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(

５)

。

こ
の
様
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
青
表
紙
本
を
代
表
す
る
伝
本
で
も
あ
る
、

｢

大
島
本｣

に
関
す
る
論
考
も
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
本
文

の
素
性
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
本
文
を
検
討
す
る
際
の
前
提
条
件
と
な
る
書
誌
的
な
事
項
に
つ
い
て

は
、
未
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

稿
者
は
源
氏
物
語
を
専
門
に
研
究
す
る
者
で
は
な
い
が
、
書
誌
学
研
究

を
志
す
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
多
分
に
伝
説
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る

｢

大
島
本｣

の
、
真
実
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、『

源
氏
物
語』

の
新
た
な
本

文
や
系
統
分
類
等
の
諸
研
究
に
、
些
か
な
り
と
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。

一

従
来
の
学
説

具
体
的
な
検
討
に
入
る
前
に
、
念
の
た
め
に
確
認
し
て
お
け
ば
、
こ
こ

で
言
う

｢

大
島
本
源
氏
物
語｣

と
は
、
複
数
存
在
す
る
大
島
雅
太
郎
旧
蔵

写
本
の
内
、
現
在
は
財
団
法
人
古
代
學
協
會
が
所
蔵
し
、
京
都
文
化
博
物

館
に
寄
託
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

『

源
氏
物
語』
五
十
三
冊
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の

｢

大
島
本｣

が
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
の
は
、
先
述
の

如
く
昭
和
五
、
六
年
の
こ
と
で
、
池
田
氏
自
身
の
紹
介
を
始
め
と
し
て
、

同
本
に
関
す
る
書
誌
学
的
事
項
の
言
及
は
幾
度
も
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
代
表
的
な
も
の
に
限
っ
て

一
覧
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

①
池
田
亀
鑑
氏

｢

大
島
本
源
氏
物
語
の
傳
來
と
そ
の
學
術
的
價
値｣

(『

源
氏
物
語
大
成』

七
、
昭
31
、
中
央
公
論
社)

②
田
坂
憲
二
氏

｢

大
島
本
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
―
そ
の
伝
来
過
程
を

中
心
に
―｣

(『
香
椎
潟』

33
、
昭
62
・
９)

③
藤
本
孝
一
氏

｢

大
島
本
源
氏
物
語
の
書
誌
的
考
察｣

(『

朱
雀』
４
、
平
３
・
11)

④
柳
井

滋
氏

｢

大
島
本

『

源
氏
物
語』

の
書
写
と
伝
来｣

(

新
体
系

『

源
氏
物
語
一』

平
５
、
岩
波
書
店)

⑤
藤
本
孝
一
氏

｢

大
島
本

『

源
氏
物
語』

の
校
訂
―
青
表
紙
本
に
よ
る

青
表
紙
本
の
校
訂
―｣

(『

古
代
文
化』

49
―
１
、
平
９
・
１)

⑥
藤
本
孝
一
氏

｢

大
島
本
源
氏
物
語
の
書
誌
的
研
究｣

(『

大
島
本
源
氏
物
語
別
巻』

平
９
、
角
川
書
店)

⑦
宮
川
葉
子
氏

｢

大
島
本

｢

源
氏
物
語｣

の
伝
来
―
大
内
氏
滅
亡
の
陰

で
―｣

(『

源
氏
物
語
の
文
化
史
的
研
究』

平
９
、
風
間
書
房)

⑧
藤
本
孝
一
氏

『『

定
家
本
源
氏
物
語』

冊
子
本
の
姿』

(『

日
本
の
美
術』

468
、
平
17
・
５)

以
下
の
考
察
で
こ
れ
ら
に
言
及
す
る
際
に
は
、
右
の
丸
で
囲
っ
た
通
し

番
号
に
拠
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
を
一
見
す
れ
ば
、
大
島
本
の
書
誌
学
的
研
究
が
、
同
本
が

寄
託
さ
れ
て
い
る
京
都
文
化
博
物
館
の
学
芸
員
で
あ
っ
た
、
藤
本
孝
一
氏

に
よ
っ
て
精
力
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
の
報
告
は
新
し
く

ま
た
詳
細
で
あ
る
の
で
、
主
と
し
て
⑥
⑧
に
拠
っ
て
、｢

大
島
本｣

の
書

誌
的
事
項
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
猶
、
財
団
法
人
古
代
學
協
會
の
御
許

可
に
よ
り
、
末
尾
に

｢

大
島
本｣

の
図
版
を
必
要
に
応
じ
て
掲
げ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
適
宜
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

【
装

丁】

袋
綴

(

大
き
さ
二
七
・
五
×
二
〇
・
九
糎)

【
表

紙】

紺
系
統
に
近
い
深
い
青
色

(

⑥
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
の
後
補)

【

題

簽】
雲
龍
紋
蝋
牋(

一
四
・
九
×
二
・
八
糎
程
度
、
青
・
茶
・
桃
・
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白
色
の
四
種
、
表
紙
と
同
時
代)

・
表
紙
中
央

【
書
写
者】

｢

桐
壺｣

道
増
法
親
王
・｢

夢
浮
橋｣

道
澄
法
親
王
、
他
は
飛

鳥
井
雅
康
筆

(

⑧
雅
康
を
中
核
と
す
る
複
数

(

家
令
の
右
筆

カ))

【

奥

書】

Ａ

｢
関
屋｣

末

〈

図
版
一〉

文
明
十
三
年
九
月
十
八
日
依

大
内
左
京
兆
所
望
染
紫
毫

者
也

権
中
納
言
雅
康

Ｂ

｢

桐
壺｣

末

〈

図
版
二〉

彼
源
氏
物
語
事
於
長
府
書
畢
、
従
京
都
豊
芸
為
和
談
上
使

聖
護
院
殿
様
御
下
向
候
、
然
者
久
々
御
在
府
候
、
桐
壺
巻
大
門
跡

様
御
筆
候
、
夢
浮
橋
巻
新
門
跡
様
御
筆
候
、
大
門
跡

様
御
名
道
増
様
与
申
、
新
門
跡
様
御
名
道
澄
様
与
申
也

永
禄
七
年
七
月
八
日

吉
見
大
蔵
太
輔
正
頼

(

花
押)

(

＊
３
行
目

｢

夢｣

…｢

浮｣

を
擦
消
し
て
重
ね
書
き)

Ｃ

｢

夢
浮
橋｣

末

〈

図
版
三〉

源
氏
一
部
五
十
四
帖
雖
為
新
写
之
本
、
依
有
数
奇
之

志
附
属
良
鎮
大
僧
正
也

文
正
元
年
十
一
月
十
六
日

桃
華
老
人
在
判

う
つ
し
を
く
わ
か
む
ら
さ
き
の
一
本
は

い
ま
も
ゆ
か
り
の
色
と
や
は
み
ぬ

右
光
源
氏
一
部
五
十
四
帖
令
附
属
政
弘
朝

臣
、
以
庭
訓
之
旨
加
首
筆
、
用
談
義
之
処』

秘
本
也
、
堅
可
被
禁
外
見
者
也

延
徳
二
年
六
月
十
九
日

前
大
僧
正
在
判

あ
は
れ
こ
の
わ
か
む
ら
さ
き
の
一
本
に

心
を
そ
め
て
み
る
人
も
か
な
右
言
書
奥
書
異
本

夢
浮
橋
新
御
門
跡
様
道
澄
御
手
跡
也
、

長
門
府
中
長
福
寺
御
在
寺
候
時
也
、
同
巻

桐
壺
者
大
御
門
跡
道
増
様
御
手
跡
也
、
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聖
護
院
殿
様
之
事
也

永
禄
七
年
七
月
八
日

吉
見
大
蔵
太
輔
正
頼

(

花
押)

(

＊
末
行

｢

八｣

…｢

五｣

を
擦
消
し
て
重
書)

【

蔵
書
印】

ａ

｢

宮
河｣

(

⑧
陶
晴
賢
の
家
臣
宮
川
房
長
カ)

〈

図
版
一〉

ｂ

｢

吉
見
／
正
頼
・
花
押｣

(

吉
見
正
頼)

ｃ

｢

青
谿
／
書
屋｣

(
大
島
雅
太
郎)

ｄ

｢

を
ば
ま｣

｢

小
汀
氏
蔵
書｣

(

小
汀
利
得)

ｅ

｢

鈴
木｣

(

⑧
味
の
素
社
長
鈴
木
恭
二
印
カ)

【

書
写
期】

｢

桐
壺｣

｢

夢
浮
橋｣

は
永
禄
六
、
七
年

(

一
五
六
三
、
四)

頃
写
、
他
は
文
明
十
三
年

(

一
四
八
一)
写

以
上
が
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
が
、
補
足
的
な
事
柄
に
つ
い
て
幾
つ
か

説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

先
ず
、｢

大
島
本｣

を
校
注
本
な
ど
の
底
本
と
し
て
使
用
す
る
際
等
に
、

必
ず
問
題
と
な
る
、｢

桐
壺
・
夢
浮
橋｣

の
両
冊
の
書
写
時
期
が
他
と
異

な
る
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る
。

①
で
は
、｢

こ
の
兩
帖
は
源
氏
一
部
の
首
尾
に
位
置
し
、
本
來
缺
脱
し

て
ゐ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
或
ひ
は
正
頼
が
既
に
存
す
る
も
の
の
上
に
新

た
に
首
尾
二
帖
の
書
写
を
他
に
請
う
て
、
家
本
を
重
か
ら
し
め
た
の
で
は

な
か
ら
う
か｣

と
さ
れ
、
⑧
で
は
、｢

正
頼
が

『

桐
壺』

を
道
増
に

『

夢

浮
橋』

を
道
澄
に
改
め
て
書
写
さ
せ
た
の
は
、
二
冊
の
巻
末
に
宮
川
房
長

の
識
語
が
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
想
像
を
逞
し
く
す

る｣

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
藤
本
氏
説
を
理
解
す
る
為
に
は
、
藤
本
氏
の
大
島
本
の
伝
来
過
程

説
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
次
に
伝
来
過
程
に
関
す
る
諸
説
を
整
理
し

て
掲
げ
て
お
き
た
い
。

①

大
内
氏
↓
毛
利
氏
↓
吉
見
正
頼

②

大
内
政
弘
↓
大
内
義
興
↓
大
内
義
隆
↓(

義
興
女
嫁)

↓
吉
見
正
頼
―

[

石
見
↓
能
登
↓]

―
↓
某
氏

(

佐
渡
島)

↓
大
島
雅
太
郎
↓
小
汀
利

得
↓
古
代
学
協
会

⑧

大
内
氏
↓
宮
河
氏
↓
吉
見
正
頼
―
―
↓
某
氏

(

佐
渡
島)

↓
大
島

雅
太
郎
↓
小
汀
利
得
↓
古
代
学
協
会

そ
の
具
体
的
な
考
証
に
つ
い
て
は
各
論
文
に
拠
ら
れ
た
い
が
、
こ
の
三

説
の
大
き
な
相
違
点
は
主
と
し
て
、
大
内
氏
旧
蔵
で
あ
っ
た
も
の
が
、
奥

書
や
蔵
書
印
の
主
で
あ
る
、
吉
見
正
頼
の
所
蔵
と
な
る
ま
で
の
過
程
と
経
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緯
の
考
え
方
に
あ
る
。
①
②
が
婚
姻
に
際
す
る
贈
与
を
想
定
す
る
の
に
対

し
、
⑧
で
は
全
く
新
し
い
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

藤
本
氏
は
、｢

宮
河｣

と
あ
る
蔵
書
印
ａ
に
着
目
さ
れ
、
そ
れ
が
下
克

上
に
よ
り
大
内
義
隆
を
斃
し
た
陶
晴
賢
の
家
臣
で
あ
っ
た
、
宮
川
房
長
の

も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
大
内
氏
所
蔵
本
が
晴

賢
の
下
克
上
を
契
機
と
し
て
房
長
の
手
に
渡
り
、
毛
利
元
就
に
よ
っ
て
房

長
が
晴
賢
と
相
前
後
し
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
に
、
大
内
氏
旧
臣
で
毛
利
氏
に

味
方
し
た
、
吉
見
正
頼
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
の
説
を
立
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
藤
本
氏
は
、
こ
の
宮
川
房
長
と
吉
見
正
頼
が
敵
対
し
て
い
た
こ

と
や
、｢

宮
河｣

印
の
多
く
に
擦
り
消
そ
う
と
し
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
、

｢

桐
壺
・
夢
浮
橋｣

に
は
そ
の
印
が
無
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
首
尾
の

両
冊
に
房
長
が
書
き
加
え
た
識
語
が
あ
り
、
そ
れ
を
正
頼
が
嫌
っ
て
そ
の

両
冊
を
書
写
し
直
し
た
と
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
従
来
も
問
題
と
さ
れ
て
き
た
、
何
故
に
飛
鳥
井
雅
康
の
奥
書
が

｢

関
屋｣

に
の
み
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
①
で
は
、｢

關
屋
の

帖
末
に
存
す
る
雅
康
の
識
語
は
、
本
來
は
夢
浮
橋
の
帖
末
に
存
し
、
道
澄

の
書
寫
が
成
つ
て
そ
れ
に
替
へ
ら
れ
る
に
當
つ
て
、
そ
の
一
葉
が
紙
数
の

少
い
關
屋
の
帖
末
に
移
し
綴
ぢ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る｣

と

推
定
さ
れ
、
②
で
も
、｢『

大
成』

の
推
測
に
従
っ
て
お
く｣

と
さ
れ
て
い

る
。
影
印
本
出
版
の
た
め
の
撮
影
で
綴
糸
が
切
ら
れ
た
際
に
、
問
題
の
奥

書
の
あ
る
丁
を
点
検
さ
れ
た
藤
本
氏
は
、
⑥
に
お
い
て
、｢

綴
穴
は
前
丁

と
一
致
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
雅
康
奥
書
は
、
当
初
か
ら

｢

関
屋｣

の
巻

末
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
、
結
局
そ
の

理
由
は
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

猶
、｢

浮
舟｣

帖
の
欠
落
に
つ
い
て
は
、
①
で

｢

こ
れ
は
恐
ら
く
偶
然

の
事
由
に
よ
つ
て
一
帖
脱
落
し
た
も
の
と
思
は
れ
る｣

と
さ
れ
、
そ
の
後

は
新
た
な
意
見
や
知
見
は
現
れ
て
い
な
い
。

二

従
来
説
へ
の
疑
問

以
上
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た

｢

大
島
本｣

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

説
に
は
や
や
不
自
然
に
思
わ
れ
る
点
が
幾
つ
か
存
し
て
い
る
。
ま
た
従
来

問
題
と
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
点
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、｢

書
写
・
装
丁
・
筆
跡
・
蔵
書
印｣

の
四
項
目
に
分
け
て
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
た
い
。

先
ず

｢
書
写｣

に
つ
い
て
訝
し
い
の
は
、
大
内
家
旧
蔵
の
由
緒
あ
る
伝

本
で
あ
る
の
に
、
皇
族
の
筆
跡
で
あ
る
と
は
い
え
、
わ
ざ
わ
ざ
最
初
と
最
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後
だ
け
を
、
新
写
本
に
差
し
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
ま
た

｢

関
屋｣

冊
の
奥
書
に
つ
い
て
も
、
此
処
に
あ
る
理
由
は

や
は
り
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
は

｢
装
丁｣

に
つ
い
て
だ
が
、
そ
も
そ
も
大
島
本
が
袋
綴
で
あ

る
こ
と
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
中
世
期
の
袋
綴
は
、
不
要
に
な
っ
た
書

状
や
詩
歌
懐
紙
な
ど
の
反
故
を
、
再
利
用
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が

多
い
。
当
然
そ
う
し
た
本
は
あ
ま
り
見
栄
え
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
新
し
い
紙
を
用
い
る
場
合
で
も
、
片
面
の
み
に
書
写
す
る
の
で
、
通
常

は
薄
手
の
料
紙
が
使
用
さ
れ
、
や
は
り
上
等
な
本
と
は
言
い
難
い
も
の
に

な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
袋
綴
は
私
用
の
為
の
写
本
作
成
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
両
面
書
写
に
耐
え
る
上
質

の
斐
紙
系
の
料
紙
を
用
い
る
綴
葉
装

(

列
帖
装)

よ
り
も
、
格
が
低
い
と

見
な
さ
れ
る
装
丁
な
の
で
あ
る
。
江
戸
期
に
入
っ
て
も
、
見
栄
え
を
重
視

す
る
嫁
入
本
に
綴
葉
装
が
多
い
事
実
は
、
そ
う
し
た
意
識
を
反
映
し
て
い

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

室
町
期
の
袋
綴
に
格
の
高
い
も
の
が
確
認
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
が

(

６)

、

飛
鳥
井
雅
康
が
依
頼
を
受
け
て
清
写
し
た
と
思
わ
れ
る
写
本
に
は
、
袋
綴

の
も
の
は
管
見
の
範
囲
で
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
内
家
ほ
ど
に

富
裕
な
大
守
護
大
名
家
で
あ
れ
ば
、
源
氏
物
語
の
よ
う
な
大
部
の
作
品
の

書
写
を
依
頼
す
る
際
に
、
上
質
の
料
紙
を
届
け
る
か
、
相
応
の
購
入
資
金

を
添
え
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
大
内
家
の
旧
蔵
本

と
し
て
は
、
袋
綴
装
で
あ
る
こ
と
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
近
世
期
に
付
け
替
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
表
紙
に
つ
い
て
も
、
気
に

な
る
点
が
あ
る
。
中
世
以
前
の
古
写
本
の
表
紙
を
近
世
期
に
改
め
る
こ
と

は
か
な
り
一
般
的
で
あ
り
、
古
い
物
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
確
率
も

高
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
原
表
紙
が
傷
ん
で
い
た
為
に
、
や
む
を
得
ず
付

け
替
え
る
に
せ
よ
、
価
値
を
一
層
高
め
る
為
に
す
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、

新
た
な
表
紙
の
素
材
は
、
金
襴
や
緞
子
と
い
っ
た
茶
道
で
も
珍
重
さ
れ
る
、

高
級
な
裂
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
紙
を
使
用
す
る
場
合
で
も
、

嫁
入
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
金
泥
で
細
密
な
模
様
を
施
し
た
も
の
を
用

い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
傾
向
か
ら
す
る
と
、
大

島
本
の
表
紙
は
替
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
飾
り
気
も
な
く
や
や
寂
し

い
表
紙
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

続
い
て
は

｢

筆
跡｣

に
関
し
て
で
あ
る
が
、
従
来
は
首
尾
の
二
冊
を
除

い
て
飛
鳥
井
雅
康
一
筆
と
さ
れ
て
き
て
い
た
も
の
を
、
雅
康
を
中
心
と
す

る
複
数
の
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
藤
本
氏
は
指
摘
さ
れ
た
。
確
か

に
影
印
本
の
全
体
を
見
渡
せ
ば
、
首
尾
二
冊
を
除
く
五
十
一
冊
が
、
全
て

同
一
人
の
筆
に
な
る
と
判
断
す
る
者
は
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
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も
気
に
な
る
の
は
、
そ
の
五
十
一
冊
の
本
文
の
筆
跡
が
、｢

関
屋｣

冊
の

奥
書
を
含
め
て
、
飛
鳥
井
雅
康
の
そ
れ
と
は
似
て
い
な
い
点
な
の
で
あ
る
。

ま
た
か
な
り
微
妙
な
こ
と
で
あ
は
あ
る
も
の
の
、
一
応
述
べ
て
お
き
た

い
こ
と
が
あ
る
。｢

桐
壺｣

と

｢

夢
浮
橋｣

の
正
頼
奥
書
Ｂ
・
Ｃ
に
は
共

に
し
っ
か
り
し
た
花
押
が
あ
り
、
筆
跡
も
同
様
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、

両
者
に
重
複
す
る
文
字
が
多
い
割
に
は
、
そ
の
崩
し
方
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
し
ま
う
の
は
、

｢

桐
壺｣

冊
の
正
頼
奥
書
Ｂ
の
書
き
出
し
に
、｢

彼
源
氏｣

と
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
通
常
こ
う
い
う
場
合
に
は
、｢
此
…｣

あ
る
い
は

｢

是
…｣

等
と

あ
る
は
ず
で
、｢

彼｣

で
は
そ
の
指
し
示
す
も
の
が
、
別
の
源
氏
物
語
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に

｢

蔵
書
印｣

に
つ
い
て
だ
が
、｢

宮
河｣

印
に
つ
い
て
は
、
他

の
使
用
例
な
ど
確
た
る
証
拠
が
な
く
て
は
、
宮
川
房
長
の
も
の
と
確
定
で

き
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
藤
本
氏
の
相

伝
課
程
と
、
首
尾
冊
の
書
写
に
関
す
る
説
は
成
り
立
ち
え
ず
、
俄
に
は
認

め
難
い
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
こ
の
蔵
書
印
の
状
況
を
整
理
し
て
一
覧
に
し
た
、
⑧

の

｢

宮
河
・
正
頼
印
表｣

を
眺
め
て
い
る
と
、
首
尾
の
二
冊
以
外
に
も
、

こ
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
い
冊
が
少
な
か
ら
ず
存
し
て
い
る
こ
と
が
気
に

な
る
の
で
あ
る
。
冊
数
が
多
い
場
合
、
首
尾
冊
の
み
に
し
か
捺
さ
な
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
法
則
性
も
な
く
飛
び
飛
び
に
捺
す

と
い
う
よ
う
な
例
は
他
に
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
稿
者
が

｢

大
島
本｣

の
書
誌
に
関
す
る
従
来
の
説
の
中
で
、

疑
問
に
感
じ
ら
れ
る
諸
点
で
あ
る
。

三

問
題
点
の
再
検
討

書
誌
に
関
す
る
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
本
に
直
接
当
た
る

の
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
幸
い
に
も
、
所
蔵

者
で
あ
る
財
団
法
人
古
代
學
協
會
と
、
寄
託
先
で
あ
る
京
都
文
化
博
物
館

よ
り
閲
覧
の
御
許
可
を
い
た
だ
い
て
、｢

大
島
本
源
氏
物
語｣

を
実
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
先
の
疑

問
に
対
す
る
稿
者
な
り
の
解
答
を
提
示
し
て
み
た
い
。

前
節
で
は
四
つ
の
項
目
に
分
け
た
が
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
す
る
の

で
、
こ
こ
で
は
特
に
分
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
総
合
的
に
説
明
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

｢

大
島
本｣

五
十
三
冊
を
実
見
し
て
最
初
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
首

尾
の
二
冊
を
除
い
た
五
十
一
冊
が
、
そ
の
書
写
時
期
と
さ
れ
る
文
明
十
三
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年
(

一
四
八
一)

よ
り
も
、
や
や
新
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
為
に
は
、
永
禄
六
、
七
年(

一
五
六
三
、

四)

頃
の
書
写
と
さ
れ
る

｢

桐
壺
・
夢
浮
橋｣

の
両
冊
と
、
他
の
冊
を
見

比
べ
て
み
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
両
冊
が
正
頼
奥
書
Ｂ
Ｃ
が
言
う
と
お
り
、
道

増
法
親
王
と
道
澄
法
親
王
の
筆
跡
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
そ
こ
で

『

日
本
書
蹟
大
鑑』

や

『

短
冊
手
鑑』

所
収
の
図
版
等

と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
癖
の
強
い
道
増
は
確
実
に
、
道
澄
の
も
に
つ
い
て

も
一
応
信
用
で
き
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
両
冊

と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
差
が�
み
や
す
い
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
で
も
印
象
論
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
、
精
密
機
器
を
用
い
な

い
書
誌
学
の
限
界
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
も

｢

桐
壺｣
冊
の
料
紙
と
、

他
の
冊
の
料
紙
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
紙
質
は
冊
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で
全

て
が
同
じ
と
い
う
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
全
体
と
し
て
八
十
年
も
の
差
が

あ
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
紙
質
を
比
較
し
て
い
く
過
程
で
気
付
い
た
の
は
、

五
十
一
冊
の
紙
質
が
大
ま
か
に
二
分
で
き
そ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
そ
の
二
グ
ル
ー
プ
は
年
代
的
に
も
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
古
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
判
断
し
た
十
九
冊
は
、
筆
跡
に
つ
い

て
も
、
も
う
一
方
よ
り
も
や
は
り
微
妙
に
古
い
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
こ
の
十
九
冊
を
集
中
的
に
眺
め
て
い
く
と
、
そ
れ
ら
の
筆
跡

が
共
通
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
や
や
新

し
く
感
じ
ら
れ
た
三
十
二
冊
は
、
容
易
に
整
理
し
が
た
い
程
に
多
く
の
手

が
交
じ
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
印
象
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
印
象
に
留
意
し
つ
つ
改
め
て
全
体
を
眺
め
直
す
こ
と

に
よ
り
、
十
九
冊
の
グ
ル
ー
プ
の
書
写
時
期
が
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
先
立

つ
こ
と
を
証
明
し
う
る
、
書
誌
的
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、｢

宮
河｣

と
あ
る
蔵
書
印
ａ
は
、
捺
さ
れ

て
い
る
冊
と
捺
さ
れ
て
い
な
い
冊
と
が
あ
る
。
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
は
十

九
冊
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
古
く
見
え
る
十
九
冊
と
完
全
に
一

致
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の

｢

大
島
本｣

は
一
具
の

も
の
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。｢

宮
河｣

印
が
全
冊
に
捺
さ
れ

た
、
お
そ
ら
く
は
全
冊
一
筆
の
揃
い
本
で
あ
っ
た
も
の
が
、
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
、
い
つ
し
か
十
九
冊
の
残
欠
本
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
に

欠
け
た
冊
を
、
半
葉
行
数
や
字
面
高
さ
も
合
わ
せ
て
補
写
し
、
改
め
て
揃

い
本
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も｢

桐
壺｣

・
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｢
夢
浮
橋｣

の
二
冊
も
、
新
写
分
の
三
十
二
冊
と
時
代
の
差
が
感
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
三
十
四
冊
全
体
が
永
禄

六
、
七
年
頃
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

で
は
古
い
と
思
わ
れ
る
十
九
冊
が
何
時
写
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
こ
れ
は
ま
す
ま
す
も
っ
て
印
象
で
し
か
な
い
の
だ
が
、
永
禄
六

年
よ
り
も
数
十
年
程
度
前
、
と
し
か
答
え
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

文
明
十
三
年
よ
り
は
、
永
禄
六
年
に
近
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
現
在
欠
け
て
い
る

｢

浮
舟｣
は
、
再
び
揃
い
本
と
な
っ
た
後
に
失

わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
新
旧
ど
ち
ら
に
属
す
る
も
の

で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
す
る
術
が
な
い
。

こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
説
は
、
蔵
書
印
の
有
無
が
あ
る
理
由

を
、
筆
跡
か
ら
説
明
で
き
る
点
で
無
理
が
な
く
、
蓋
然
性
の
高
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
更
な
る
補
強
材
料
を
原
本
か
ら
で
は
な
く
、
影
印
本

か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
刊
行
に
深
く
関
与
さ
れ
た
藤
本
氏
の
御
英
断
で
あ
る
の
だ
が
、

｢

大
島
本｣

の
影
印
は
、
文
化
庁
の
許
可
の
元
に
、
綴
じ
糸
を
切
っ
て
料

紙
が
全
て
見
え
る
状
態
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
綴
じ
ら
れ
て
い

て
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
綴
じ
穴
の
状
態
が
容
易
に
確
認
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
本
氏
御
自
身
も
、
そ
の
状
態
を
主
た
る
根
拠

と
し
て
、
表
紙
が
改
め
ら
れ
た
も
の
と
の
判
断
を
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
綴
じ
穴
の
状
況
は
、
さ
ら
に
興
味
深
い
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
の
で

あ
る
。

袋
綴
と
い
う
装
丁
は
、
表
紙
を
付
け
る
前
に
予
め
仮
綴
じ
を
し
て
お
く

も
の
で
あ
る
。
近
世
期
の
も
の
の
多
く
は
、
綴
じ
代
の
上
部
と
下
部
に
近

接
し
た
一
組
の
穴
を
明
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
を
紙
縒
で
縢
っ
て
お
い
て
か

ら
、
表
紙
を
取
り
付
け
る
為
の
穴
を
四
つ
乃
至
五
つ

(

稀
に
も
っ
と
多
い

も
の
も
あ
る)

開
け
て
い
る
。
従
っ
て
最
も
一
般
的
な

｢

四
つ
目
綴｣

と

呼
ぶ
閉
じ
方
な
ら
ば
、
穴
の
数
は
、
下
綴
じ
用
と
表
紙
用
の
も
の
を
足
し

て
、
全
部
で
八
つ
と
な
る
。
但
し
近
世
初
期
ま
で
の
も
の
は
、
下
綴
じ
が

｢

紙
釘
装｣

で
あ
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
だ
と
下
綴
じ
の
穴
は
二
つ
で
あ

る
の
が
一
般
的
な
の
で
、
四
つ
目
で
も
穴
は
全
部
で
六
つ
と
な
る
。｢

大

島
本｣

は
室
町
写
本
ら
し
く
や
は
り
紙
釘
装
で
あ
る
の
で
、
六
つ
穴
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
藤
本
氏
も
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、
十
も
の
穴
が
あ
る
も
の
が

あ
る
の
で
あ
る
。
下
綴
じ
の
穴
は
直
接
見
な
が
ら
紙
縒
を
通
せ
る
の
で
、

状
態
が
悪
く
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
何
度
で
も
再
利
用
で
き
る
が
、
綴
じ
穴

の
位
置
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
表
紙
を
付
け
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
穴
が
十
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
表
紙
を
付
け
替
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え
る
際
に
新
た
に
穴
を
開
け
た
為
に
、
四
つ
増
え
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
も
所
蔵
印
と
同
様
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
穴
が
十
あ
る
冊

〈

図
版
四〉

と
六
つ
の
冊

〈

図
版
五〉

が
混
在
し
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
点
に
注
目
し
て
、｢

宮
河｣

印
の
あ
る

も
の
と
、
穴
の
数
が
多
い
冊
に
つ
い
て
の
一
覧
表
を
作
成
し
て
み
た
の
で
、

下
の
表
一
を
参
照
願
い
た
い
。

こ
れ
を
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
が
、｢

宮
河｣

印
が
あ
る
も
の
と
、

綴
じ
穴
が
十
あ
る
も
の
と
は
全
て
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
綴
じ
穴
に
△
印

を
付
し
た
も
の
は
、
穴
の
数
は
多
い
の
だ
が
、
他
の
十
九
冊
と
は
穴
の
位

置
や
大
き
さ
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
補
修
な
ど
の
際
に
増

え
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
除
外
し
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
一
致
は
、｢

宮
河｣

印
が
あ
る
も
の
は
、
表
紙
が
付
け
替
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
他
の
三
十
二
冊
に
基
本
的
に
六
つ

の
穴
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
原
表
紙
の
ま
ま
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
九
冊
の
残
欠
本
を
補

写
し
て
揃
い
本
と
し
た
際
に
、
統
一
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
十
九
冊
の

古
い
表
紙
を
取
り
去
り
、
全
冊
に
同
じ
表
紙
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
表
紙
も
そ
れ
程
に
豪
華
な
も
の
で

は
な
く
、
室
町
後
期
頃
に
も
良
く
あ
る
よ
う
な
、
単
色
の
表
紙
で
あ
る
こ
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と
も
納
得
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
題
簽
に
つ
い
て
も
、
藤
本
氏
は
③
論
文
で

｢

模
様
な
ど
か
ら
江
戸

時
代
前
期
と
思
わ
れ
る｣

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
色
具
引
地

に
龍
文
を
施
し
た
蝋
箋
は
、
室
町
時
代
で
も
題
簽
や
色
紙
な
ど
で
し
ば
し

ば
見
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
表
紙
に
題
簽
を
張
り
替
え
る
な
ど
の
手

を
加
え
た
痕
跡
も
な
い
の
で
、
表
紙
・
題
簽
共
に
永
禄
の
頃
と
考
え
て
良

い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

全
冊
分
が
一
筆
で
あ
る
ら
し
い
外
題
の
文
字
が
、
補
写
し
た
三
十
二
冊

の
内
の
ど
れ
か
と
同
筆
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
は
っ
き
り
す
る
の
だ
が
、

外
題
の
文
字
数
の
少
な
さ
や
、
題
簽
と
料
紙
の
紙
質
の
違
い
か
ら
し
て
も
、

そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

ま
た
先
の
表
に
見
え
る
様
に
、
問
題
の
雅
康
奥
書
の
あ
る

｢

関
屋｣

冊

は
、｢

宮
河｣

印
の
あ
る
十
九
冊
に
属
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
十

九
冊
は
文
明
十
三
年
の
書
写
で
あ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
を
判
断
す
る

に
は
、
奥
書
の
雅
康
筆
跡
を
検
討
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。

祖
父
雅
縁
以
来
の
、
入
木
道
の
家
と
し
て
も
名
高
い
飛
鳥
井
家
に
生
ま

れ
、
ま
た
歌
鞠
両
道
の
師
範
で
も
あ
っ
た
雅
康
に
は
、
短
冊
・
色
紙
の
類

や
懐
紙
・
詠
草
の
類
、
ま
た
主
と
し
て
弟
子
に
与
え
る
為
に
書
写
し
た
、

歌
鞠
両
道
の
伝
書
や
古
典
の
写
本
な
ど
、
そ
の
残
存
す
る
筆
跡
資
料
は
豊

富
で
あ
る
。
中
で
も

｢

大
島
本｣

奥
書
と
の
比
較
に
適
切
な
資
料
に
、
慶

應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
が
所
蔵
す
る
、
飛
鳥
井
雅
康
筆
の

『

僻
案
抄』

一
帖

(

〇
九
二
‐
ト
二
五
‐
一)

が
あ
る
。

同
一
人
物
の
筆
跡
で
も
年
代
に
開
き
が
あ
れ
ば
、
判
定
は
難
し
く
な
る

も
の
だ
が
、
こ
の
本
は
同
じ
文
明
十
三
年
の
奥
書
を
有
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
末
尾
の
図
版
六
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
こ
ち
ら
に
は

｢

雅
康｣

と

の
署
名
は
な
く
、
花
押
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
本
文
・
奥
書
共

に
雅
康
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
本
文
の
筆
跡
も
参
考
の
為
に
図

版
七
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

漢
字
の
方
が
は
っ
き
り
す
る
が
、
横
の
線
よ
り
も
縦
の
方
が
極
端
に
太

い
、
め
り
は
り
の
利
い
た
丸
み
の
あ
る
筆
跡
が
、
宋
世
流
あ
る
い
は
二
楽

軒
流
と
称
さ
れ
る
雅
康
の
書
の
特
徴
で
あ
る
。
若
年
時
に
は
こ
こ
ま
で
特

徴
的
で
な
い
例
も
確
認
で
き
は
す
る
も
の
の
、
文
明
十
三
年
時
点
で
は
既

に
独
自
の
書
風
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

大
島
本

｢

関
屋｣

末
の
奥
書
を
始
め
と
し
て
、
書
写
者
を
同
じ
く
す
る

と
思
わ
れ
る
十
九
冊

(

７)

に
は
、
雅
康
の
筆
跡
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、｢
雅
康｣

の
署
名
も
い
た
っ
て
大
人
し
い
筆
致
で
あ
る
。
奥
書
本
文

や
署
名
に
筆
勢
の
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
は
、
本
奥
書
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
う
判
断
せ
ざ
る
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を
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
大
島
本
が
雅

康
の
書
写
で
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
原
本
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
こ
の
雅
康
の
本
奥
書
の

あ
る
丁
の
紙
質
を
、
そ
れ
以
前
の
本
文
が
書
写
さ
れ
た
丁
の
紙
質
と
比
較

し
て
、
同
質
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
親
本
の
段
階
で
何
ら
か
の
操
作

が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
藤
本
氏
が
確
認
さ
れ
た
綴
穴
の

状
況
か
ら
し
て
も
、
こ
の
奥
書
が

｢

関
屋｣

書
写
の
際
に
同
時
に
記
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

四

大
島
本
の
奥
書

以
上
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
総
合
し
て
、
改
め
て
大
島
本
の
奥
書
を
解

釈
し
て
み
た
い
。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
先
行
文
献
の
他

に
も
、
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
そ
の
一
々
に
言
及
し
な
い
こ
と

は
お
許
し
頂
き
た
い
。

先
ず
は
Ａ
の
雅
康
本
奥
書
か
ら
。
こ
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

文
明
十
三
年
九
月
十
八
日
に
、
飛
鳥
井
雅
康
が

｢

大
内
左
京
兆｣

政
弘
に

依
頼
さ
れ
て
書
写
し
た
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
何
を
写

し
た
と
も
言
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
、
所
在
す
る
場
所

を
素
直
に
受
け
取
れ
ば
、
雅
康
が
書
写
し
た
の
は
、｢

関
屋｣

の
み
と
考

え
て
お
く
の
が
無
難
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

分
量
の
多
い
源
氏
物
語
を
寄
合
書
き
に
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
例

え
ば
、
雅
康
が
関
与
し
た
も
の
で
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
旧
古
典
文
学

大
系
の
底
本
に
用
い
ら
れ
た
、
書
陵
部
蔵
の
三
条
西
家
本
が
あ
る
。
附
属

す
る
近
世
期
書
写
の『

源
氏
物
語
名
筆
跡
数』

一
帖
に
は
、｢

さ
わ
ら
ひ
〃

二
楽
院｣

と
あ
り
、
奥
書
な
ど
は
な
い
も
の
の
、
確
か
に

｢

早
蕨｣

帖
は

雅
康
の
筆
跡
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
他
帖
に
は
同
じ
筆
跡
は

見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
こ
の
写
本
で
は
雅
康
は
一
帖
の
み
を
担
当
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る

(

８)

。

た
だ
し
、
古
写
本
の
欠
落
部
分
を
補
う
た
め
に
、
雅
康
が
書
写
さ
せ
ら

れ
た
と
も
考
え
得
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。｢

関
屋｣

の

み
に
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
方
が
可
能
性
が
高
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
が
、｢

関
屋｣

の
本
文
の
性
格
を
総
合
的
に
検
討
し
つ

つ
、
確
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
は
Ｂ
の
奥
書
で
あ
る
。
書
き
出
し
の

｢

彼｣

字
と
、
Ｃ
の
正
頼

奥
書
の
筆
跡
と
微
妙
な
相
違
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、

先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
合
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、

正
頼
が
Ｃ
の

｢
夢
浮
橋｣

奥
書
を
記
し
た
永
禄
七
年
七
月
五
日

(

訂
正
前

― 177 ―



の
日
付)

か
ら
三
日
の
後
に
、
こ
の
源
氏
物
語
を
納
め
る
箱
か
、
そ
こ
に

添
え
る
た
め
の
紙
片
か
に
記
し
て
お
い
た
識
語
を
、
や
や
後
に
な
っ
て
、

本
人
か
或
い
は
極
め
て
筆
跡
を
似
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
か
が
、｢

桐

壷｣

末
尾
に
そ
の
ま
ま
の
文
言
で
転
記
し
た
、
と
で
も
考
え
る
し
か
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
筆
跡
に
差
異
が
あ
る
の
も
不
自

然
で
は
な
く
な
る
し
、
Ｃ
の｢

五
日｣

が｢

八
日｣

に
改
め
ら
れ
た
の
も
、

｢

夢
浮
橋｣

が｢

桐
壷｣

よ
り
も
早
い
の
が
不
自
然
で
あ
る
の
で
、｢

桐
壷｣

の
日
付
に
合
わ
せ
た
故
と
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

右
は
あ
く
ま
で
も
一
案
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず｢

彼｣

と
あ
る
の
は
、

｢

此｣

と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
考
え
て
、
こ
の
奥
書
を
素
直
に
解
釈
し
て

み
る
と
、｢『

源
氏
物
語』

を
長
府
で
書
写
し
た
。
京
都
よ
り
、
豊
後
の
大

友
氏
と
安
芸
の
毛
利
氏
の
和
平
交
渉
の
た
め

(

９)

に
、
聖
護
院
殿
様
が
下
向
さ

れ
た
。
そ
れ
故
長
ら
く
長
府
に
滞
在
さ
れ
た
。
桐
壺
の
巻
は
大
門
跡
様
の

筆
跡
で
あ
る
。
夢
浮
橋
は
新
門
跡
様
の
筆
跡
で
あ
る
。
大
門
跡
様
の
名
前

は
道
増
様
と
申
し
、
新
門
跡
様
の
名
は
道
澄
様
と
申
す
の
で
あ
る｣

と
い
っ

た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

か
な
り
舌
足
ら
ず
な
感
じ
が
す
る
が
、
こ
の
加
証
奥
書
と
で
も
称
す
べ

き
文
章
で
注
意
し
た
い
の
は
、｢

桐
壺｣

と

｢

夢
浮
橋｣

の
筆
者
に
つ
い

て
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
時
に
写
し
た
源
氏
物
語
が
こ
の
二
冊

の
み
で
あ
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
欠

け
た
部
分
を
補
写
し
た
等
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、｢

源
氏
物
語｣

を
書
写
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
普
通
な
ら
ば
全
体
を
書
写
し
た

の
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
九
冊
は
奥
書

時
点
よ
り
も
書
写
が
古
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
実
態
は
欠
け
て
い
た
三

十
四
冊

(

あ
る
い
は

｢

浮
舟｣

を
加
え
た
三
十
五
冊)

の
書
写
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
Ｃ
で
あ
る
。
三
つ
の
年
記
が
示
す
よ
う
に
、
内
容
的
に
は
三
つ

の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
の
二
つ
は
共
に
二
字
程
度
下
げ
て
お
り
、

密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
の
部
分
は

｢

う
つ
し
を
く｣

歌
ま
で
で
、｢

桃
華
老
人｣

一
条
兼

良
が
、
息
子
の
良
鎮
大
僧
正
に
源
氏
物
語
の
新
写
本
を
与
え
た
折
の
も
の

で
あ
る
。
次
の
部
分
は
、
良
鎮
が
、
父
か
ら
教
え
ら
れ
た
説
を
書
き
入
れ

て
談
義
に
用
い
た
、
父
譲
り
の
本
を
、
大
内
政
弘
に
与
え
た
際
の
相
伝
奥

書
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
島
本
の
親
本
の
奥
書
で
な
い
こ
と
は
、
末
尾
に

｢
右
言
書
奥
書
異
本｣

と
の
小
字
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。

大
島
本
の
各
冊
に
は
、｢

任
前
関
白
殿
仰
加
首
筆
者
也

良
鎮
イ｣

(

賢

木)

等
と
、
末
尾
に
良
鎮
旧
蔵
本
の
書
き
入
れ
の
内
容
を
転
記
し
た
も
の
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が
多
く
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
書
入
の
素
性
を
伝
え
る
為
に
、
別
の
大
内

政
弘
旧
蔵

『

源
氏
物
語』

に
存
す
る
二
つ
の
相
伝
奥
書
を
、｢

夢
浮
橋｣

末
尾
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る

(�)

。

そ
し
て
最
後
の
部
分
が
、｢

夢
浮
橋｣

自
体
の
加
証
奥
書
と
い
っ
た
性

格
の
も
の
で
あ
り
、｢
桐
壺｣

奥
書
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら

は
全
体
の
末
尾
で
も
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
や
は
り

｢

桐
壺｣

｢

夢
浮
橋｣

の
書
写
者
と
書
写
場
所
の
み
し
か
語
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

Ｃ
は
全
体
が
筆
先
が
割
れ
た
筆
を
用
い
て
一
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

正
頼
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
記
し
た
可
能
性
が
高
い
。
Ｂ
は
そ
れ
程
に
は
筆
先

の
割
れ
が
感
じ
ら
れ
ず
、
用
い
た
筆
の
違
い
が
筆
跡
に
微
妙
な
違
い
を
感

じ
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
な
し
な
が
ら
、
こ
の
両
奥

書
が
同
筆
で
あ
る
と
し
て
も
、
先
に
注
目
し
た

｢

彼｣
字
の
問
題
は
已
然

と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。｢

彼｣

を

｢

此｣

の
意
で
用
い
た
奥
書
の
例
を

御
存
知
の
方
は
、
是
非
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

以
上
の
様
に
、
奥
書
の
内
容
を
検
討
し
て
み
て
も
、
先
の
考
察
結
果
を

補
強
で
き
る
訳
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
情
報
を
見
出
す
こ
と
も

で
き
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

大
島
本
の
親
本

｢

大
島
本｣

が
新
旧
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
る
伝
本
で
あ
る
と
い
う

事
実
は
、
青
表
紙
本
は
お
ろ
か
、
源
氏
物
語
を
代
表
す
る
証
本
と
し
て
、

評
価
さ
れ
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
そ
の
権
威
を
、
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問

題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
文
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
説
明
で
き
る
だ
け
の
蓄
積
も
能
力
も
な
い
の
だ
が
、
た
だ
書
写
時
期
を

検
証
し
た
だ
け
で
は
あ
ま
り
に
も
無
責
任
で
あ
る
の
で
、
現
状
で
可
能
な

範
囲
で
大
ま
か
な
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

｢

大
島
本｣

が
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
っ
て
、｢

青
表
紙
本
中
最
も
信
頼
す
べ

き
一
證
本｣

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
の
は
、
論
文
①
に
拠
れ
ば
、
現
存
す

る
青
表
紙
原
本
と
目
さ
れ
る

｢

花
散
里
・
柏
木
・
行
幸
・
早
蕨｣

の
四
帖

の
検
討
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、
青
表
紙
本
の
形
態
的
な
特
徴
九
点
の
内
、

特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
三
つ
条
件
を
充
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
そ
の
三
点
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
和
歌
は
二
字
ば
か
り
下
げ
て
別
行
と
し
、
次
の
地
の
文
は
直
ち

に
和
歌
に
續
く
こ
と
。

二
、
伊
行
の
源
氏
釋
そ
の
他
の
舊
註
が
本
文
當
該
箇
所
に
小
紙
片
を
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以
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と

(�)

。

三
、
帖
末
に
勘
物
が
存
す
る
こ
と
。
但
し
本
來
こ
れ
が
な
い
帖
も
あ

る
。

猶
、｢

大
島
本｣

に
つ
い
て
解
説
し
た
箇
所
で
は
、
こ
の
三
点
の
表
現

が
そ
の
状
態
に
合
わ
せ
て
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
変
更
点

は
、
二
で
は｢

…
源
氏
釋
そ
の
他
の
舊
註
は
本
文
中
に
附
箋
ま
た
は
合
點
・

朱
筆
記
入
の
方
法
に
よ
つ
て
示
す｣

と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
三
で

奥
入
の
あ
る
冊
が
具
体
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

大
島
本
を
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
な
る
と
、
こ
の
特
徴

が
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
巻
毎
の
附
箋
・
奥
入
の
有
無
を
確
認
し
、
奥
入
に
つ

い
て
は
そ
れ
が
本
文
と
同
筆
か
ど
う
か
も
併
せ
て
確
認
し
て
、
表
二
と
し

て
整
理
し
て
み
た
。

先
ず
は
附
箋
の
問
題
で
あ
る
が
、｢

大
島
本｣

の
附
箋
に
つ
い
て
は
、

藤
本
氏
③
⑥
論
文
に
詳
細
な
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
位
置
や
大
き
さ
、

貼
り
付
け
方
や
朱
墨
の
別
が
明
示
さ
れ
、
翻
字
も
あ
る
上
に
、
そ
れ
が
第

二
次
奥
入
に
あ
る
か
ど
う
か
ま
で
の
確
認
ま
で
も
な
さ
れ
、
更
に
は
剥
落

の
痕
跡
ま
で
指
摘
さ
れ
た
、
極
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
渋

谷
栄
一
氏
は
、｢

藤
原
定
家
の

『

源
氏
物
語』

注
釈
と
そ
の
継
承
に
つ
い

て

(

上
・
下)

―
大
島
本
の
付
箋
を
中
心
と
し
て
―｣

(『

国
学
院
雑
誌』
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附
箋
の
あ
る
も
の(

△
…
他
と
性
格
が
異
な
る
も
の
、
＊
…
貼
紙)

Ｚ

奥
入
の
あ
る
も
の

(

◎
…
本
文
と
同
筆
の
も
の
、
○
…
本
文
と
異

筆
の
も
の
、
？
…
筆
跡
判
定
が
で
き
な
い
も
の)
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36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 巻

名

柏

木

若
菜
下

若
菜
上

藤
裏
葉

梅

枝

真
木
柱

藤

袴

行

幸

野

分

篝

火

常

夏
蛍
胡

蝶

初

音

玉

鬘

乙

女

朝

顔

薄

雲

△ △
＊ ○ △ ○ ○

＊
○
＊ Ｙ

◎ ◎ ◎ ◎ ？ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ｚ

54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 巻

名

夢
浮
橋

手

習

蜻

蛉

浮

舟

東

屋

宿

木

早

蕨

総

角

椎

本

橋

姫

竹

河

紅

梅

匂

宮
幻
御

法

夕

霧

鈴

虫

横

笛

○ ○ △ Ｙ

？ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ Ｚ
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に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
存
在
の
様
子
を
確
認
し
て
み

る
と
、
こ
こ
に
も
非
常
に
明
確
な
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。表

二
の
Ｙ
項
目
で
○
を
付
し
た
も
の
は
、
縦
九
糎
程
度
、
横
二
糎
程
度

の
紙
片
に
、
朱
書
で
引
歌
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
全
て
が

第
二
次
奥
入
に
確
認
で
き
る
と
い
う
、
極
め
て
共
通
性
の
高
い
附
箋
を
有

し
て
い
る
冊
で
あ
る
。
ま
た
△
の
も
の
は
、
大
き
さ
が
異
な
っ
た
り
、
墨

筆
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
朱
筆
で
あ
っ
て
も
内
容
的
に
異
質
で
あ
る
な

ど
、
○
印
の
も
の
と
は
性
格
が
異
な
る
と
判
断
で
き
る
附
箋
が
存
す
る
冊

で
あ
る
。

渋
谷
氏
は
先
の
御
論
考
に
お
い
て
、｢

大
島
本
の
付
箋
の
引
歌
指
摘
が

自
筆
本

｢

奥
入｣

と
内
容
的
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る｣

こ
と
を
確
認
さ

れ
た
上
で
、｢

大
島
本｣

の
引
歌
附
箋
が
、
親
本
た
る
定
家
本
に
貼
ら
れ

て
い
た
附
箋
を
書
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
自
筆
本

｢

柏
木｣

や
、
明
融
臨
模
本
の

｢

桐
壷｣

｢

帚
木｣

｢

花
宴｣

｢

若
菜
上｣
｢

若
菜
下｣

｢

橋
姫｣

｢

浮
舟｣

の
諸
帖
に
存
す
る
引
歌
附
箋
を
、

｢

大
島
本｣

の
同
じ
巻
の
諸
冊
が
有
し
て
い
な
い(｢

浮
舟｣

は｢

大
島
本｣

の
欠
冊)

の
に
、
引
歌
附
箋
を
有
す
る
も
の
が
十
冊
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

｢

大
島
本｣

が

｢

尊
経
閣
文
庫
本
系
統
の
定
家
本｣

と
は
別
の

｢

一
段
階

前
の
定
家
本｣

の
附
箋
を
書
承
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て

も
お
ら
れ
る
。

こ
の
附
箋
の
あ
る
冊
と
無
い
冊
が
あ
る
と
い
う
問
題
も
、
表
二
を
眺
め

れ
ば
そ
の
理
由
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
巻
名
を
強
調
し
て
示
し
た
の

は
、｢

宮
河｣

印
の
あ
る
書
写
が
古
い
十
九
冊
で
あ
る
が
、
○
印
で
示
し

た
引
歌
の
附
箋
の
あ
る
十
冊
は
、
全
て
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
融
本

｢

橋
姫｣

に
あ
る
附
箋
が
、｢

宮
河｣

印
の
あ
る

｢

大
島
本｣

に

な
い
の
は
不
審
だ
が
、
明
融
本
に
附
箋
の
あ
る
四
箇
所
を
、｢

大
島
本｣

影
印
で
確
認
す
る
と
、
十
丁
表
と
三
十
九
丁
裏
の
二
箇
所
に
、
剥
落
痕
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
二
枚
は
原
本
に
由
来
す
る
附
箋

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
失
わ
れ
た

｢

宮
河｣

印
の
あ

る
諸
冊
に
も
、
こ
の
よ
う
な
附
箋
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
の
で
、｢

大

島
本｣

の
附
箋
の
現
状
を
根
拠
に
、
そ
の
親
本
が
他
の
定
家
本
で
あ
る
と

考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、｢

大
島
本｣

の
附
箋
は
、
書
写
の
古
い
グ
ル
ー
プ

(
慎
重
に
考
え
る
な
ら
ば
引
歌
附
箋
の
あ
る
十
冊
、
た
だ
し
澪
標
・�
生
・

常
夏
・
御
法
・
橋
姫
の
五
冊
に
は
附
箋
の
剥
落
痕
が
あ
る)

が
、
青
表
紙

原
本
と
関
係
が
深
い
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
こ
う
し
た
附
箋
が
な
い
冊
は
、
青
表
紙
原
本
に
存
し
た
附
箋

の
情
報
を
全
く
受
け
継
い
で
い
な
い
の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。

池
田
亀
鑑
氏
が
、｢

大
島
本｣

を
証
本
と
認
め
る
理
由
を
、｢

附
箋
ま
た
は

合
點
・
朱
筆
記
入
の
方
法
に
よ
つ
て
示
す｣

と
し
た
様
に
、
附
箋
で
は
な

く
、
本
文
料
紙
に
合
点
と
朱
筆
で
直
接
書
き
入
れ
て
い
る
例
が
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。

｢

柏
木｣

原
本
に
は
六
枚
の
引
歌
附
箋
が
あ
る
が
、
そ
の
内
の

｢

我
こ

そ
や
見
ぬ
人
こ
ふ
る
く
せ
つ
け
れ
／
あ
ふ
よ
り
ほ
か
の
や
む
く
す
り
な
し｣

(

大
成
一
二
四
八)

と
の
引
歌
が
、｢

大
島
本｣

で
は
関
係
す
る
箇
所
の
本

文
に
、
朱
合
点
を
附
し
て
、
行
間
に
本
文
と
同
筆
の
朱
で
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
に
は
、｢

我
こ
そ
は
み
ぬ
人
こ
ふ
る
や
ま
ひ
す
れ

あ
ふ
よ
り
外
の
や
む
く
す
り
な
し｣
(

傍
線
は
稿
者)
と
あ
っ
て
、
傍
線

部
の
二
箇
所
に
異
同
が
あ
る
。
明
融
本
の
附
箋
に
は
、
問
題
の
部
分
に

｢

は｣
｢

病
ス
レ
イ｣

と
の
傍
記
が
あ
る

(�)
の
で
、｢

大
島
本｣

の
朱
筆
は
、

原
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
明
融
本
の
様
に
、
附
箋
に
ま
で
考
証
が
加
え

ら
れ
た
、
原
本
の
転
写
本
に
拠
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ

る
。
附
箋
の
内
容
の
行
間
転
記
が
少
な
い
の
は
、
こ
の
親
本
に
由
来
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

渋
谷
氏
は
先
の
御
論
文
で
、｢

大
島
本｣

の

｢

柏
木｣

が

｢

尊
経
閣
文

庫
本
の
本
文
に
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
も
基
づ
か
な
い｣

と
述
べ
て
お
ら

れ
る
が
、
附
箋
の
情
報
が
そ
の
ま
ま
附
箋
で
継
承
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る

の
で
あ
り
、
行
間
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
記
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
明
融
臨
模
本
の
あ
る
冊
の
比
較
を
し
て
い
く
と
、｢

柏
木｣

の
他
に
も
、
附
箋
の
引
歌
が
朱
筆
で
行
間
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
例
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。｢

若
菜
上｣

で
は
明
融
本
の
五
枚
の
引
歌
附
箋

に
対
し
二
例

(

五
十
一
丁
表
・
五
十
七
裏

(�))

、｢

若
菜
下｣

で
は
十
四
枚
に

対
し
十
例

(

二
丁
表
・
二
十
一
丁
表
・
三
十
四
丁
表
・
五
十
六
丁
裏
・
八

十
二
丁
表
・
八
十
二
丁
裏
・
九
十
二
丁
表
・
九
十
八
丁
表
・
百
丁
裏
・
百

二
十
一
丁
表

(�))

と
か
な
り
高
い
一
致
を
示
し
て
お
り
、
両
者
に
関
係
が
あ

る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
補
写
さ
れ
た
冊
の
本
文
行
間
に
、
本
文
同
筆
か
そ
れ
に
近

い
手
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
朱
筆
の
引
歌
は
、
青
表
紙
原
本
に
あ
っ
た
附
箋

の
情
報
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

青
表
紙
原
本
と
明
融
臨
模
本
が
な
い
も
の
で
、
取
り
敢
え
ず
筆
跡
を
無
視

し
て
、
そ
れ
ら
が
確
認
で
き
る
巻
を
挙
げ
て
お
く
と
、
夕
顔
・
若
紫
・
紅

葉
賀
・
葵
・
賢
木
・
須
磨
・
乙
女
・
篝
火
・
真
木
柱
・
梅
枝
・
横
笛
・
鈴

虫
・
夕
霧

(
但
し
引
詩)

・
匂
宮
・
椎
本
・
総
角
・
宿
木
・
東
屋
の
十
八

― 182 ―



冊
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
古
写
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
蓬
生
・
薄

雲
・
朝
顔
の
三
冊
に
も
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
筆
本『

奥
入』

と
の
関
係
や
、
筆
跡
の
観
点
か
ら
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
判
明
す
る
の
は
、｢

大
島
本｣

を
形
成
す
る
旧
新

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
共
に
青
表
紙
本
原
本
の
附
箋
の
情
報
を
、
全
て

で
は
な
い
に
せ
よ
、
受
け
継
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
に

お
い
て
は
写
し
の
新
旧
を
越
え
て
、
本
文
の
系
統
を
等
し
く
す
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
附
箋
も
書
入
も
共
に
朱
筆
で
あ
る
こ
と
に

も
注
意
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
古
い
十
九
冊
の
方
が
、
附
箋
を
附
箋
の
ま
ま
で
残
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
、
親
本
の
姿
を
留
め
る
こ
と
に
よ
り
配

慮
し
て
い
る
ら
し
い
、
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

猶
、
Ｙ
項
の

｢

＊｣

で
示
し
た
の
は
、
巻
名
の
由
来
に
つ
い
て
の
説
明

を
記
し
た
大
き
な
貼
紙
が
あ
る
冊
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
旧
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー

プ
に
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
正
頼
以
降
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
で
漏
れ
て
し
ま
う
の
は
、
附
箋
や
朱
筆
の
引
歌
書
入
れ
を

有
し
て
い
な
い
冊
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
性
格
に
つ
い
て
も
検
討
で
き
る
材

料
と
な
る
の
が
、
奥
入
と
い
う
存
在
で
あ
ろ
う
。

表
二
の
Ｚ
項
に
、
奥
入
の
有
無
を
、
そ
の
筆
跡
が
本
文
と
同
筆
か
否
か

が
判
る
よ
う
に
示
し
て
み
た
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
旧
新
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー

プ
も
基
本
的
に
、
奥
入
が
本
文
を
書
写
し
た
人
物
の
手
で
写
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
文
と
同
筆
で
あ
る
奥
入
は
、
後
か
ら
書
き
加

え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
は
共
に
、
奥
入
を
有
す
る
本
を
親
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
親
本
が
系
統
的
に
近
し
い
こ
と
が
、
再
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

附
箋
と
奥
入
を
共
に
有
す
る
伝
本
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り

青
表
紙
原
本
と
そ
の
転
写
本
系
統
の
伝
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

様
々
な
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、｢

大
島
本｣

の
旧
新
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

系
統
を
等
し
く
す
る
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
首
尾
の
二

冊
や
、
関
屋
・
初
音
・
螢
・
常
夏

(

附
箋
剥
落
痕
あ
り)

・
野
分
・
幻
・

蜻
蛉
・
手
習
の
様
に
、
朱
筆
書
入
や
奥
入
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
個
別
に
本
文
の
詳
細
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
大
ま
か
な
傾
向
の
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

や
や
回
り
く
ど
い
説
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
で

｢

大
島
本｣

の
本
文
に
関
す
る
問
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

書
写
時
期
が
違
い
な
が
ら
も
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
性
格
の
近
い
本
文
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を
有
し
て
い
る
と
な
る
と
、
そ
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
単
純
に
考
え
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
親
本
あ
る
い

は
祖
本
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
新
写
の
グ
ル
ー
プ
が
、

古
写
の
グ
ル
ー
プ
の
ツ
レ
で
あ
っ
た
、
何
だ
か
の
理
由
で
傷
ん
で
い
た
冊

(

現
在
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の)

を
親
本
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
現
存
の
古
写
グ
ル
ー
プ
に
疲
れ
や
痛
み
が
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
す
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
低
そ
う
で
あ
る
。

正
頼
奥
書
の
内
容
か
ら
し
て
、｢
桐
壷
・
夢
浮
橋｣

の
両
冊
の
親
本
が
、

永
禄
六
年
頃
に
道
増
・
道
澄
が
滞
在
し
て
い
た
長
福
寺
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
首
尾
の
二
冊
の
み
が
た
ま
た
ま
伝
存
し
て
い
た
と

は
考
え
が
た
く
、
他
の
冊
も
あ
っ
た
と
な
る
と
、
全
て
が
長
福
寺
で
書
写

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
他
の
新
写
分
も
首
尾
の
両
冊
と

親
本
を
等
し
く
す
る
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
は
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
そ
の
親
本
と
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

陶
晴
賢
の
反
乱
時
に
山
口
の
大
内
氏
居
館
築
山
殿
は
焼
失
し
て
お
り
、
そ

の
際
に
多
く
の
典
籍
も
運
命
を
共
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、｢

大
島
本｣

の
奥
書
Ｃ
に
拠
れ
ば
、
吉
見
正
頼
が
、
一
条
兼
良
と

良
鎮
の
相
伝
奥
書
の
あ
る
大
内
家
旧
蔵
の
河
内
本
を
、
原
本
か
転
写
本
か

は
不
明
な
が
ら
、
披
見
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
大
内
教
弘

(

政

弘
父
、
一
四
二
〇
〜
六
五)

所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
蔵
書
印
か
ら
判

明
す
る
様
な
伝
本

(

東
山
御
文
庫
蔵
七
毫
源
氏)

が
現
存
し
て
も
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
雅
康
筆
の

｢

関
屋｣

を
含
む
青

表
紙
本
が
、
何
ら
か
の
幸
運
に
よ
り
、
大
内
氏
滅
亡
後
も
残
存
し
て
い
て

も
お
か
し
く
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
十
九
冊
の
残
欠
本
の
存
在
は
、
大
内
氏
所
蔵
本
が
転
写
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
大
内
氏
所
蔵
本
が
大
内

氏
と
運
命
を
共
に
し
た
と
し
て
も
、
別
に
転
写
さ
れ
て
い
た
伝
本
が
存
在

し
、
そ
の
本
に
よ
っ
て
欠
が
補
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

大
内
氏
の
文
化
は
、
当
主
家
と
そ
の
客
分
た
る
都
か
ら
下
向
し
た
公
家

の
み
に
よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
の
影
響
を
受

け
つ
つ
、
活
発
な
創
作
・
研
究
活
動
を
し
て
い
た
被
官
達
が
多
く
い
た
こ

と
は
、
彼
ら
の
残
し
た
短
冊
や
写
本
類
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る

(�)

。

伊
井
春
樹
氏
は
、｢

大
島
本

『

源
氏
物
語』

本
文
の
意
義
と
校
訂
方
法｣

(『
論
叢
源
氏
物
語
１』

平
11
、
新
典
社
、
後
に

『

源
氏
物
語
論
と
そ
の
研

究
世
界』

(

平
14
、
風
間
書
房)

所
収)

に
お
い
て
、｢

大
島
本
の
書
写
の

態
度
は
、
詳
細
に
調
べ
て
い
く
と
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
く
、
大
量
の
誤

写
や
誤
脱
が
あ
り
、
底
本
の
か
な
文
字
を
読
み
誤
っ
て
意
味
の
異
な
る
漢
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字
に
置
き
換
え
る
な
ど
、
写
本
と
し
て
は
一
級
品
と
は
思
わ
れ
な
い｣

と
、

従
来
の

｢

大
島
本｣

尊
重
の
有
様
に
一
石
を
投
じ
る
指
摘
を
さ
れ
、｢

大

島
本
の
依
拠
し
た
の
は
定
家
筆
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
河
内
本
等
の
混

入
し
た
や
や
不
純
な
本
文
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

附
箋
や
奥
入
等
の
存
在
よ
り
し
て
、｢

大
島
本｣

が
青
表
紙
原
本
と
密

接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
本

文
が
誤
写
や
誤
脱
を
大
量
に
有
し
て
い
る
、
と
い
う
状
態
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
の
は
、
や
は
り

｢

大
島
本｣
と
青
表
紙
原
本
は
直
接
的
な
書
写
関
係

は
な
く
、
そ
の
間
に
幾
度
か
の
転
写
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。｢

大
島
本｣

の
幾
代
か
前
の
伝
本
に
、
河
内
本
を
始
め
と

す
る
、
他
本
と
の
校
合
等
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
を
学
識
の
高
く
な
い
者
が
、
忠
実
な
転
写
を
心
掛
け
ず
、
書
き
入
れ

の
役
割
を
把
握
で
き
な
い
ま
ま
に
、
文
意
を
追
わ
ず
に
急
い
で
書
写
し
た

の
で
あ
っ
た
ら
、
こ
う
し
た
不
純
な
混
体
本
文
が
生
み
出
さ
れ
る
可
能
性

は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
書
写
者
と
し
て
、
大
内
家
の
被
官
層
あ

た
り
を
想
像
し
て
み
た
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

憶
測
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
引
歌
の
書
き
入
れ
と
奥
入
の
状

態
の
検
討
か
ら
、｢

大
島
本｣

の
旧
新
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
多
く
の
不

純
な
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
基
本
的
に
青
表
紙
原
本
系
統
の

本
文
を
有
し
て
い
る
と
、
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

六

藤
本
氏
説
の
再
検
討

｢

大
島
本｣

の
本
文
の
素
姓
に
関
し
て
は
、
藤
本
孝
一
氏
が
書
誌
的
な

知
見
か
ら
、
二
つ
の
注
目
す
べ
き
見
解
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
内

の
一
つ
は
、
既
に
幾
つ
か
の
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
考
察
に
は
や
や
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
検

証
し
て
お
き
た
い
。

ア

若
紫
末
尾
の
四
行

そ
の
一
つ
は
、｢

若
紫｣

冊
の
本
文
最
終
丁

(

五
九
丁)

の
四
行
が
、

そ
れ
ま
で
の
筆
跡
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
て
の
説
で
、
⑤
⑥

⑧
等
に
お
い
て
繰
り
返
し
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
以
下
に
主
と
し
て
最
新
の

⑧
に
拠
り
つ
つ
説
明
し
て
み
た
い
。

藤
本
氏
は
問
題
の
四
行

〈

図
版
八〉

の
書
風
を
、｢

平
安
時
代
後
期｣

の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
部
分
が
あ
る
理
由
を
、｢

大
島
本｣

の
親
本
た
る
青
表
紙
原
本
に
求
め
て
お
ら
れ
る
。
定
家
が
親
本
の
書
風
を

残
す
た
め
に
、
意
図
的
に
臨
模
さ
せ
て
お
い
た
部
分
を
、
雅
康
が
書
写
者

に
命
じ
て
、
や
は
り

｢

親
本
の
臨
模
の
意
味
を
込
め
て｣

⑧
写
さ
せ
た
と
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考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
四
行
の
筆
跡
が
、｢

折
れ
曲
が
っ
た
書
風
で
有

名
な
俊
成
の
書
法
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
で
あ
る｣

と
さ
れ
、
こ
の
こ
と

を
以
て
、
青
表
紙
原
本
の
親
本
が
俊
成
本
で
あ
る
こ
と
の
、
理
由
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

｢

関
屋｣

の
奥
書
が
、
書
写
奥
書
で
は
な
く
本
奥
書
で
あ
る
以
上
、｢

大

島
本｣

が
青
表
紙
原
本
を
直
接
の
親
本
と
す
る
と
は
考
え
が
た
く
、
当
然

そ
う
し
た

｢

大
島
本｣

が
、
原
本
の
面
影
を
ど
の
程
度
忠
実
に
伝
え
て
い

る
の
か
は
不
安
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、

こ
の
四
行
の
書
風
を
俊
成
風
と
す
る
こ
と
に
、
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
書
風
は
、
室
町
時
代
後
期
に
流
行
し
た
三
条
西
流

(
逍
遙
院
流
と

も)

に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
方
が
、
時
代
や
地
域
性
な
ど
か
ら
し
て
も

穏
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
条
西
流
の
祖
で
あ
る
実
隆
や
、
そ
の
子
や

孫
で
あ
る
公
条
・
実
枝
等
の
書
写
本
は
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
、
仮

名
書
き
の
も
の
と
比
較
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
問
題
の
四
行
は
や
や

線
が
細
く
、
稚
拙
な
印
象
も
あ
る
が
、
俊
成
の
筆
跡
よ
り
も
、
共
通
性
が

高
い
こ
と
を
理
解
い
た
だ
け
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
山
口
周
辺
に
は
、
陶
晴
賢
の
反
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
た
、

三
条
公
頼
や
二
条
尹
房
等
の
公
家
を
始
め
と
し
て
、
大
内
義
隆
や
そ
の
被

官
達
等
、
三
条
西
流
の
書
を
良
く
す
る
人
物
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら

の
短
冊
な
ど
の
遺
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る

(�)

。
そ
う
し
た
人
物
の
一
人

が
書
写
し
た
一
丁
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
本
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
四
行
は

｢

宿
木｣

冊
全
体
と
同
筆
で
あ
る
。
こ
れ
も
俊
成
風
で
あ
る
の
な
ら
ば
、｢

若
紫｣

の
四
行
で
は
も
の
た
ら
ず
、｢

宿
木｣

で
は
丸
々
一
冊
俊
成
の
書
風
を
遺

し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
、｢

宿
木｣

を
書
写
し
た
人
物
は
、
書
写
を
監
督
す
る
よ
う
な
立
場
に
あ
り
、
何
ら
か

の
不
都
合
が
あ
っ
た

｢

若
紫｣

の
本
文
最
終
丁
を
、
差
し
替
え
る
た
め
に

書
写
し
直
し
た
、
と
考
え
て
お
く
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、｢

若
紫｣

末
尾
四
行
が
そ
れ
ま
で
と
異
筆
で
あ
る

こ
と
は
、
青
表
紙
原
本
の
親
本
が
俊
成
本
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

イ

柏
木
巻
末
の
問
題

藤
本
氏
が
青
表
紙
原
本
が
俊
成
本
を
親
本
と
す
る
と
の
説
の
、
も
う
一

つ
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
が
、｢

柏
木｣

本
文
最
終
丁
に
存
す
る
大
幅
な
削

除
痕
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
⑥
⑧
で
繰
り
返
し
説
か
れ
て

い
る
が
、
や
は
り
⑧
に
拠
り
つ
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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｢

柏
木｣

冊
の
五
十
二
丁
表
は
、｢

い
と
か
ひ
な
し
あ
き
つ
か
た
に
な
れ

は
こ
の
君
／
は
ひ
ゐ
さ
り
な
と｣

と
の
一
行
半
で
本
文
が
終
わ
っ
て
い
る
。

余
韻
を
残
し
た
と
言
え
な
く
も
な
い
も
の
の
、
不
自
然
な
終
わ
り
方
で
あ

り
、
古
く
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
き
た
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
終
わ
る
こ

と
は
青
表
紙
本
間
に
は
異
同
が
な
い
。

｢

大
島
本｣

で
は
そ
の
最
末
尾
の
半
行
の
終
わ
っ
た
あ
た
り
か
ら
、
ほ

ぼ
三
行
半
に
相
当
す
る
分
量
の
料
紙
が
、
喰
い
裂
き
技
法
に
よ
っ
て
破
り

取
ら
れ
、
そ
こ
に
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

〈

図
版
九〉

。
藤

本
氏
は
、
そ
の
最
終
文
字
の｢

と｣

の｢
下
の
紙
継
目
の
境
目
の
本
紙
中｣

に
、｢

僅
か
縦
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
の
墨
痕｣
と
、
そ
の
墨
痕
中
の
朱
が

あ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
、
こ
こ
に
本
来
は
、
河
内
本
等
に
存
す
る
、｢

し

給
ふ
さ
ま
の
…
あ
そ
ひ
き
こ
え
給｣
(

蓬
左
文
庫
蔵
尾
州
家
本)

と
の
本

文
が
あ
っ
た
と
の
見
解
を
提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
裏
打
の
料
紙
等
か
ら
、

そ
の
削
除
に
よ
る
青
表
紙
本
本
文
へ
の
校
訂
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま
で
に

な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
判
断
す
る
為
に
は
、
末
尾
に
限
ら
ず

｢

柏
木｣

の
本
文
全

体
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
藤
本
氏
説
の
提
示
以
前
に
こ
れ

を
さ
れ
た
渋
谷
栄
一
氏
は
、｢

大
島
本
じ
た
い
の
本
文
に
独
自
異
文
ま
た

は
別
本
諸
本
と
の
混
態
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か｣

と
の
見

通
し
を
立
て
て
お
ら
れ

(�)

る
。
藤
本
氏
説
は
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
藤
本
氏
説
を
受
け
容
れ
た
論
考
も
見
え
始
め
て

い
る

(�)

の
で
あ
る
。

稿
者
も
、
定
家
自
筆
本
の
複
製
本
と
、｢

大
島
本｣

の
影
印
本
を
用
い

て
対
校
を
行
っ
て
み
た
が
、
確
か
に

｢

大
島
本｣

の

｢

柏
木｣

巻
の
本
文

は
、
他
系
統
の
本
文
と
の
接
触
を
経
た
も
の
で
あ
る
、
と
認
定
す
る
に
足

る
例
証
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
三
十
七
丁
二
行
目
か
ら
三
行
目
に
か
け
て
の
、｢

み
る
人
も
／

見
ゆ
る
こ
と
も
く
る
し
き
ま
て
あ
り
し
か
と｣

〈

大
成
12
54
‐
03〉

と
あ

る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
校
異
に
関
し
て
は
、『

源
氏
物
語
大
成』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【

青
表
紙
本】

み
る
ひ
と
も
―
み
ゆ

(

る)

ひ
と
も
定
―
み
る
人
も

み
ゆ
る
こ
と
も
大

【

河
内
本】

み
る
ひ
と
も
―
み
ゆ
る
事
も
河

【

別

本】

み
る
ひ
と
―
み
ゆ
る
事
御
―
み
ゆ
る
人
保
―
み
ゆ
る

に
麦
阿

『

新
古
典
大
系』

の
脚
注
に
は
、｢

は
た
で
見
る
人
も
、
見
ら
れ
る
こ
と
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も
、(

は
か
り
か
ね
て)

困
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
れ
ど
。
底
本

｢

み
ゆ
る

こ
と
も｣

、
青
表
紙
他
本
な
し｣

と
あ
っ
て
、
大
島
本
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
先
に
確
認
し
た
異
同
の
有
り
様
か
ら
し
て
、

青
表
紙
本
と
河
内
本
の
語
句
が
併
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
何
れ
か
の
段
階
の
親
本
で
、
本
文
に
傍
記
さ
れ
て
い
た
異
文
が
、
転

写
の
際
に
補
入
と
過
た
れ
て
本
行
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

(�)

。

こ
の
様
な
顕
著
な
事
例
は
、｢
柏
木｣

に
は
こ
の
一
例
の
み
な
の
だ
が
、

河
内
本
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、｢

柏
木｣

末
尾

に
、
青
表
紙
本
に
無
い
異
文
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は

な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、｢

柏
木｣
末
尾
の
状
態
を
詳
細
に

見
る
限
り
、
や
は
り
俄
に
は
賛
同
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

末
尾

｢

と｣

の
下
の
紙
の
裂
け
目
に
乗
っ
た
墨
痕
を
、
藤
本
氏
は

｢

筆

の
運
び
か
ら
次
の
河
内
本
本
文｢

し｣

の
筆
の
入
る
所｣

と
推
測
さ
れ
る
。

｢

と｣

字
の
筆
止
め
か
ら
、
問
題
の
墨
痕
迄
の
距
離
を
測
っ
て
み
る
と
約

六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
だ
が
、
本
文
が
続
く
に
し
て
は
や
や
離
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
墨
痕
は
か
な
り
右
に
寄
っ
た
位
置
に
存

し
て
お
り
、
ど
の
字
母
に
由
来
す
る

｢

し｣

文
字
を
し
て
も
、
こ
の
位
置

か
ら
は
書
き
出
さ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

不
自
然
な
切
除
が
あ
る
以
上
、
こ
こ
に
何
ら
か
の
記
述
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
河
内
本
等
に
見
ら

れ
る
異
文
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
行

と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
異
本
注
記
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
方
が
、
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。｢

し｣

の
書
き
出
し

と
考
え
る
よ
り
も
、
校
合
書
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
す

｢

イ｣

文
字
の
書

き
出
し
と
見
る
方
が
、
位
置
的
に
は
整
合
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

書
き
入
れ
や
注
記
が
擦
り
消
さ
れ
、
為
に
料
紙
が
破
れ
て
裏
打
ち
が
な

さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、｢

大
島
本｣

に
は
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
問

題
の

｢

柏
木｣

の
中
で
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
、
四
十
七
丁
表
最
終
行
末
尾

の
例
が
あ
る
。
影
印
で
は
擦
り
消
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
の
み
だ
が
、
実
物

を
確
認
す
る
と
、｢

心
ち
よ
け
に｣

と
あ
る
右
傍
に
、
一
旦

｢

心
ち
よ
け

な
る
に｣

と
の
河
内
本
の
大
島
本
本
文
と
一
致
す
る
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
、

そ
れ
が
擦
り
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
料
紙
に
穴
が
空
い
て
し
ま
っ
た
の

で
、
裏
か
ら
紙
を
当
て
て
補
修
し
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
大
き
さ
の

違
い
こ
そ
あ
れ
、
末
尾
と
似
た
状
態
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
一
例
の
み
を
も
っ
て
断
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
事

例
を
総
合
的
に
検
討
し
て
か
ら
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
判
定
を
下
し
て

も
遅
く
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

藤
本
氏
は
先
の
説
を
提
示
さ
れ
た
後
で
、｢『

柏
木』

最
後
の
文
が
河
内
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本
と
同
じ
終
わ
り
方
を
し
て
い
る
青
表
紙
本
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は

大
島
本
で
あ
る｣

、｢

そ
う
な
る
と
、
校
訂
さ
れ
な
い
大
島
本
全
巻
の
本
文

は
、
河
内
本
と
近
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
島

本

『

柏
木』
本
文
最
終
の
切
除
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ

う
か｣

と
結
ば
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
文
章
に
も
見
え
て
い
た
様
に
、
河

内
本
は
俊
成
本
で
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
俊
成
本
を
親
本
と
す

る
定
家
本
と

｢

近
い
関
係｣
が
あ
る
の
も
自
然
な
こ
と
と
お
考
え
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
二
説
、
殊
に
前
者
が
認
め
ら
れ

な
い
説
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
を
以
て
、
青
表
紙
本
原
本
の
親
本
を
俊
成

本
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

｢

大
島
本
源
氏
物
語｣

の
書
誌
情
報
を
再
確
認
し
て
、
そ
れ
ら
が
声
な

く
物
語
っ
て
い
る
、｢

大
島
本｣

の
素
姓
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
推
測
を

交
え
つ
つ
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
推
測
が
誤
っ
た
方
向
を
示
し
て
い

れ
ば
、
辿
り
着
く
結
論
は
、
事
実
と
ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
源
氏
物
語
研
究
を
専
門
と
し
て
い
な
い
稿
者
の
推

測
が
、
的
を
逸
れ
た
単
な
る
憶
測
で
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
個
々
の
考
証
に
お
い
て
も
、
先
行
研
究
へ
の
目
配
り
が
足
ら
ず
、
ま

た
言
及
し
て
い
て
も
、
誤
っ
た
理
解
を
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
と
思
う
が
、

共
々
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

厚
か
ま
し
い
か
ぎ
り
だ
が
、
最
後
に
も
う
一
度
だ
け
、
大
き
な
推
測
を

交
え
た
考
察
を
行
う
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
再
確

認
し
た
り
判
明
し
た
り
し
た
事
実
を
繋
い
で
、｢

大
島
本｣

成
立
の
過
程

に
関
す
る
愚
見
を
纏
め
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

Ⅰ

大
内
政
弘
が
文
明
十
三
年
頃
に
飛
鳥
井
雅
康
に

｢

関
屋｣

の
書
写

を
依
頼
し
た
、
奥
入
を
有
す
る
青
表
紙
本
系
の
写
本
が
あ
っ
た
。

(

同
時
期
に
全
体
が
書
写
さ
れ
た
の
か
、｢

関
屋｣

の
み
が
補
写
で

あ
る
の
か
は
不
明)

Ⅱ

お
そ
ら
く
は
そ
の
転
写
本
を
、
大
内
義
隆
が
陶
晴
賢
に
反
逆
さ
れ

て
自
刃
す
る
頃
ま
で
か
に
、
大
振
り
な
袋
綴
本
で
書
写
す
る
者
が
あ
っ

た
。

(

書
写
者
が

｢

宮
河｣

印
の
主
か
否
か
は
不
明)

Ⅲ

大
内
氏
滅
亡
の
後
に
か
、
吉
見
正
頼
は
大
内
氏
蔵
本
を
祖
本
と
す

る
、｢
宮
河｣

印
の
あ
る
十
九
冊
の
残
欠
本
を
入
手
し
た
。
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Ⅳ

正
頼
は
残
欠
本
を
揃
本
と
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
大
内
氏
旧
蔵

本
の
お
そ
ら
く
は
転
写
本
に
よ
り
、
欠
け
た
三
十
四
冊
を
書
写
さ
せ

た
。
そ
の
際
、
政
治
目
的
で
下
っ
て
来
て
い
た
道
増
と
道
澄
に
、

｢

桐
壺｣
と

｢

夢
浮
橋｣

の
書
写
を
依
頼
し
た
。

Ⅴ

正
頼
は
こ
う
し
て
揃
っ
た
本
に
、
や
は
り
残
存
し
て
い
た
大
内
氏

旧
蔵
河
内
本
か
そ
の
転
写
本
の
注
記
な
ど
を
書
き
入
れ
さ
せ
、
自
身

で
も
そ
の
奥
書
な
ど
を
書
写
し
、｢

桐
壺｣

｢

夢
浮
橋｣

に
は
奥
書
を

記
し
た
。
そ
の
上
で
、
全
冊
揃
い
の
表
紙
を
付
し
、
ほ
ぼ
全
冊
に
自

身
の
印
を
捺
し
た
。

(｢

桐
壺｣

の
奥
書
は
や
や
後
に
転
記
さ
れ
可
能
性
が
あ
る)

Ⅵ

何
時
し
か

｢

浮
舟｣

冊
が
失
わ
れ
て
、
五
十
三
冊
と
な
っ
た
。

推
測
で
埋
め
き
れ
な
い
基
本
的
な
事
項
も
多
い
の
だ
が
、
こ
の
過
程
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
最
大
の
問
題
は
、｢

大
島
本｣

に
無
数
に

存
す
る
書
き
入
れ
や
、
擦
り
消
し
等
に
よ
る
校
訂
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。

そ
の
検
討
結
果
次
第
で
は
、
こ
の
過
程
に
大
幅
な
修
正
や
増
補
を
行
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
れ
を
行

う
だ
け
の
余
裕
と
蓄
積
が
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

最
後
の
最
後
に
誤
解
の
無
い
よ
う
に
述
べ
て
お
き
た
い
が
、
稿
者
は

｢

大
島
本｣

の
価
値
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
定
家
の

関
与
し
た

『

源
氏
物
語』

が
一
種
の
み
で
は
な
い
こ
と
は
、
片
桐
洋
一
氏

や
加
藤
洋
介
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(�)

が
、
少
な
く
と
も
原
本

と
さ
れ
る
四
帖
が
現
存
す
る
も
の
と
、｢

大
島
本｣

が
本
文
的
に
密
接
な

関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
池
田
亀
鑑
氏
以
来
広
く
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
先
の
附
箋
の
検
討
で
も
一
応
は
追
認
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

｢

現
在
の
と
こ
ろ
大
島
本
を
用
い
る
こ
と
が
共
通
の
理
解
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
は
た
し
て
よ
い
の
か｣

と
い
う
よ
う
な
意
見
も

存
し
て
は
い
る

(�)

が
、
原
本
の
四
帖
と
、
臨
模
本
で
あ
る

｢

明
融
本｣

の
八

帖

(

原
本
と
重
複
す
る

｢

柏
木｣

を
除
く)

が
存
し
て
い
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
、
や
は
り

｢

大
島
本｣

に
拠
っ
て
、
原
本
の
本
文
を
考
え
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、｢

大
島
本｣

が
、
飛
鳥
井
雅
康
等
の
書
写
に
な
る
、
大
内

家
旧
蔵
の
権
威
あ
る
伝
本
と
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
そ
の
本
文
に
対
す
る

認
識
や
接
し
方
に
遠
慮
や
歪
み
等
が
あ
っ
た
事
実
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た

｢

大
島
本
伝
説｣

と
で
も
言
う
べ
き
見
解
が
生
み
出
し
て
し
ま

う
、
桎
梏
や
制
約
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
よ
り
自
由
な
立
場
で
、
正
面
か

ら

｢

大
島
本｣
と
向
き
合
っ
た
研
究
が
な
さ
れ
、
少
し
で
も
青
表
紙
原
本
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の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
、
稿
者
は
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
研
究
の
際
に
、｢

大
島
本｣

が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ

と
は
、
必
ず
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
て
お
き
た
い
の
で

あ
る
。

改
め
て
述
べ
て
お
く
。｢

大
島
本｣

は
大
内
家
旧
蔵
の
飛
鳥
井
雅
康
筆

本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
本
文
系
統
的
に
は
そ
の
流
れ
を
汲
む
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、｢

宮
河｣
印
の
あ
る
室
町
後
期
頃
写
の
一
筆
十
九

冊
の
残
欠
本
を
、
永
禄
六
年

(

一
五
六
三)

頃
に
道
増
・
道
澄
を
含
め
た

複
数
で
補
写
し
て
揃
い
本
と
し
た
、
吉
見
正
頼
旧
蔵
本
な
の
で
あ
る
。

[

注]

(

１)
｢

大
島
本
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
―
そ
の
伝
来
過
程
を
中
心
に
―｣

(『

香
椎
潟』

33
、
昭
62
・
９)

。

(

２)

そ
れ
以
前
に

｢

大
島
本｣

を
用
い
た
、
日
本
古
典
評
釈
全
注
釈

叢
書
・
日
本
古
典
文
学
全
集
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
完
訳
日
本

の
古
典
・
新
編
日
本
古
典
全
集
等
が
、
所
謂
定
家
自
筆
本
と
そ
れ

を
臨
模
し
た
と
さ
れ
る

｢

明
融
本｣

が
存
す
る
巻
は
、
そ
れ
ら
を

底
本
と
し
て
採
用
し
た
の
に
対
し
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
は
欠

巻
の

｢

浮
舟｣

の
み
は

｢

明
融
本｣

に
拠
る
も
の
の
、
他
は
全
て

｢

大
島
本｣

を
用
い
て
い
る
点
で
、
あ
る
意
味
画
期
的
だ
と
言
え
る
。

新
体
系
の
底
本
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
室
伏
信
助
氏

｢

大
島
本

『

源
氏
物
語』

採
択
の
方
法
と
意
義｣

(

新
体
系

『

源
氏
物
語
一』

平
成
５
、
岩
波
書
店)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

３)
｢

源
氏
物
語
諸
本
分
類
の
基
準｣

(『

国
語
と
国
文
学』

57
‐
４
、

昭
55
・
４
、『

源
氏
物
語
の
本
文』

(

昭
61
、
岩
波
書
店)

所
収)

。

(

４)

室
伏
信
助
氏

｢

源
氏
物
語
の
本
文｣

(『

国
文
学』

40
‐
３
、
平

７
・
２)

、
上
原
作
和
氏

｢〈

青
表
紙
本

『

源
氏
物
語』〉

伝
本
の
本

文
批
判
と
そ
の
方
法
論
的
課
題
―
帚
木
巻
に
お
け
る
現
行
校
訂
本

文
の
処
理
若
干
を
例
と
し
て
―｣

(『

中
古
文
学』

55
、
平
７
・
５)

、

伊
藤
鉄
也
氏

｢

源
氏
物
語
の
本
文
研
究
に
関
す
る
諸
問
題｣

(『

日

本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法』

平
16
、
和
泉
書
院)

等
。

(

５)
｢

揺
ら
ぐ

｢

青
表
紙
本
／
青
表
紙
本
系｣｣

(『

国
語
と
国
文
学』

83
‐
10
、
平
18
・
10)

。

(

６)

例
え
ば
、
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵
の
暦
応
四
年

(

一
三
四
一)

順
覚

筆

『

伊
勢
物
語』

や
、
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵

の
、｢

依
数
寄
愚
本
奉
許
書
写
校
合
者
也
／

休
止
叟
正
徹(

花
押)｣

と
の
正
徹

(

一
三
八
一
〜
一
四
五
九)

自
筆
奥
書
の
あ
る

『

伊
勢

物
語』
等
は
、
権
威
あ
る
袋
綴
本
の
古
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

― 191 ―



で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
７)

但
し
紙
質
や
綴
穴
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、｢

初
音｣

冊
は
文
字
が
全
体
的
に
小
さ
く
、
筆
跡
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
図
版
十
と
し
て
初
丁
表
を
掲
げ
て
お
く
の
で
、

図
版
四
と
比
較
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
島
本
の

｢

初
音｣

は
青

表
紙
本
系
で
は
な
い
と
し
て
、『

源
氏
物
語』

大
成
で
も
底
本
と
し

て
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
様
に
、
本
文
的
に
も
問
題
が
あ
る
存
在
で

あ
る
が
、
こ
の
筆
跡
の
違
い
が
そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
可
能
性
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
的
な
検
証
を
行
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、

念
の
た
め
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

(

８)

猶
、｢

賢
木
・
朝
顔
・
若
菜
下
・
夕
霧
・
手
習｣

の
五
帖
は
よ
く

似
た
筆
跡
で
あ
る
が
、｢

早
蕨｣

と
は
異
筆
で
あ
ろ
う
。
こ
の
五
帖

は
同
じ
目
録
で
は

｢

宗
恕｣

筆
と
さ
れ
て
い
る
。｢

宗
恕｣
に
つ
い

て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
少
な
く
と
も
雅
康
の
門
人
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
し
、
右
筆
と
し
て
仕
え
た
可
能
性
も
高

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
全
体
を
監
修
し
た
実
隆
は
、
桐
壺

と
夢
浮
橋
に
奥
書
を
記
し
、
全
帖
末
に
花
押
を
加
え
て
い
る
が
、

自
身
で
本
文
を
書
写
し
た
の
は
、
先
の
目
録
に
も

｢

逍
遙
院
殿｣

と
指
摘
す
る
様
に

｢

篝
火｣

帖
の
み
で
あ
る
。

(

９)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
②
田
坂
憲
二
氏
・
⑦
宮
川
葉
子
氏
の

論
文
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

10)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
伊
井
春
樹
氏

｢

大
島
本
源
氏
物
語
書

き
入
れ
注
記
の
性
格｣

(『

国
語
と
国
文
学』

65
‐
８
平
元
・
８
、

『

源
氏
物
語
論
と
そ
の
研
究
世
界』

(

平
14
、
笠
間
書
院)

所
収)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
因
み
に
、｢

幻｣

末
尾
の
良
鎮
本
か
ら
の

書
き
入
れ
は
、
筆
跡
か
ら
す
る
と
正
頼
が
自
ら
行
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

(

11)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
栄
一
氏
が

｢

藤
原
定
家
の

｢

源

氏
物
語｣

注
釈
と
そ
の
継
承
に
つ
い
て
―
明
融
臨
模
本
の
付
箋
を

中
心
と
し
て
―｣

(『

王
朝
文
学
史
稿』

21
、
平
８
・
３)

に
お
い

て
、｢

自
筆
本

｢

奥
入｣

の
中
か
ら
、
和
歌
と
漢
詩
の
注
記
を
、
長

文
の
漢
文
や
歌
謡
そ
の
他
の
注
記
か
ら
分
離
さ
せ
て
、
本
文
中
に

付
箋
の
形
で
注
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る｣

と
述
べ
て
お
ら
れ

る
。

(
12)

明
融
臨
模
本
の
附
箋
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
注

(

11)

所
引
の

渋
谷
氏
御
論
考
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

13)
六
十
九
丁
裏
の
朱
筆
和
歌
は
、
明
融
本
の
当
該
箇
所
に
附
箋
が

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た
が
、
こ
の
有
名
な

｢

我
心
な
く
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さ
め
か
ね
つ｣

歌
は
、
ど
の
部
分
の
引
歌
な
の
か
合
点
も
な
く
判

然
と
し
な
い
。
実
は
明
融
本

｢

若
菜
下｣

の
相
応
し
い
場
所
に
こ

の
歌
の
附
箋
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。｢

大
島
本｣

の
親
本
で
、

下
の
附
箋
が
誤
っ
て
上
に
貼
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
ま
た
墨
筆
の
引
歌
で
附
箋
と
一
致
す
る
も
の
も
、
由
来
が
異

な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
加
え
て
い
な
い
。

(

14)

注

(

13)

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、｢

上｣

の
六
十
九
丁
裏
の
引
歌

が
、
本
来
は

｢

下｣

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
う
一
例
増
え
る

こ
と
に
な
る
。

(

15)

米
原
正
義
氏『

戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究』

(

昭
51
、
桜
楓
社)

や
、
井
上
宗
雄
氏

『

中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期

改
訂
新

版』
(

昭
59
、
風
間
書
房)

・『

中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
後
期

改
訂
新
版』

(

昭
62
、
明
治
書
院)

等
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

16)
『

短
冊
手
鑑』
(

昭
53
、
貴
重
本
刊
行
会)

を
眺
め
れ
ば
、
必
ず

し
も
義
隆
の
時
代
に
限
定
で
き
な
い
が
、
大
内
氏
の
被
官
や
同
朋

で
は
、
竹
中
興
国
・
粟
屋
春
綱
・
沼
間
敦
定
・
盛
勝
・
智
阿
等
が
、

三
条
西
流
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
諸
書
流
に
属

す
る
と
考
え
ら
れ
る
人
名
を
列
挙
し
た
、
江
戸
期
の
古
筆
家
の
資

料
で
あ
る
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵

『

古
筆
流
義
分』

の

｢

逍
遙
院
流｣

項
に
は
、
大
内
氏
の
関
係
者
と
し
て
、(

竹
中)

興
国
・(

富
城)

清
国
・(

同)

伴
国
・(

同)

隆
国
・(

仁
保)

道
賀
・(

連
歌
師)

佐
理
・(

同)

頼
允
・(

長
州
一
宮
大
宮
司)

直
国
等
の
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

(

17)
｢

大
島
本

｢

柏
木｣

巻
の
本
文
に
つ
い
て
―
大
島
本
の
本
文
校
訂

を
中
心
と
し
て
―｣

(『

國
學
院
雑
誌』

95
‐
６
、
平
４
・
６)

。

(

18)

例
え
ば
、
室
伏
信
助
氏

｢

青
表
紙
本
の
展
望｣

『

国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
別
冊
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
29
花
散
里』

、
平
15
・

６)

が
あ
る
。

(

19)

古
写
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

｢

初
音｣

で
も
、
十
五
丁
裏
五
行

目
か
ら
六
行
目
に
か
け
て
、｢

か
う
こ
む
し
の
よ
は
／
な
れ
一
本
か

う
さ
し
の
い
と
も
よ
は
な
れ
た
る｣

(

朱
筆
で

｢

む｣

・｢

一
本
〜
は

な
れ｣

は
抹
消
さ
れ
る)

と
の
、
傍
記
が
本
行
化
し
た
こ
と
が
疑

い
な
い
事
例
が
確
認
で
き
る
。

(

20)

片
桐
氏

｢

も
う
一
つ
の
定
家
本

｢

源
氏
物
語｣｣

(『

中
古
文
学』

26
、
昭
55
・
10
、『

源
氏
物
語
以
前』

(

平
13
、
笠
間
書
院)

所
収)

、

加
藤
氏

｢

青
表
紙
本
源
氏
物
語
の
目
移
り｣

(『

国
文
学』

44
‐
５
、

平
11
・
４)

・｢

青
表
紙
本
源
氏
物
語
目
移
り
攷｣

(『

国
語
国
文』

70
‐
８
、
平
13
・
８)

。
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(
21)

伊
井
春
樹
氏

｢

大
島
本

『

源
氏
物
語』

本
文
の
意
義
と
校
訂
方

法｣

。

《

附
記》

『
大
島
本
源
氏
物
語』

の
調
査
と
図
版
の
掲
載
を
御
許
可
下
さ
っ

た
、
財
団
法
人
古
代
學
協
會
、
ま
た
調
査
の
際
に
多
大
な
る
御
配
慮
を

い
た
だ
い
た
、
古
代
學
研
究
所
の
関
口
力
先
生
と
西
い
お
り
氏
、
そ
し

て
京
都
文
化
博
物
館
の
植
山
茂
先
生
に
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

猶
本
稿
は
、
平
成
十
八
年
八
月
二
十
二
日
に
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
で
開
催
さ
れ
た
、
物
語
研
究
会
第
三
十
五
回
大
会
に
お
け
る
、｢

記

憶｣

を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、｢
大
島
本
源
氏
物
語
伝
説

か
ら
の
飛
翔｣

と
題
し
て
発
表
し
た
内
容
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た

も
の
で
あ
る
。
御
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
や
、
準
備
段
階
で
御
教
示
い

た
だ
い
た
、
池
田
利
夫
先
生
と
加
藤
洋
介
氏
の
学
恩
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。
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図版一｢大島本源氏物語｣・｢関屋｣奥書

(角川書店『大島本源氏物語』より転載・以下同)
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図版六飛鳥井雅康筆『僻案抄』奥書

図版七雅康筆『僻案抄』一丁裏
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図版八｢大島本｣・｢若紫｣五九丁表

図版九｢大島本｣・｢柏木｣五二丁表
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図版十｢大島本｣・｢初音｣一丁表


